
   

1            東川町議会第３回定例会 

令和３年 東川町議会 第３回定例会 会議録 

１．招集年月日  令和３年９月７日    

２．招 集 場 所       東川町議会議場    

３．開   会  令和３年９月７日 午前 09 時 30 分  

４．散   会  令和３年９月７日 午後 15 時 39 分  

５．会   期  ４日間    

６．応 招 議 員       １番 杉 本 岳 大 ２番 山 家 祥 幸 

  ３番 飯 塚 達 央 ４番 薦 田 敏 次 

  ５番 能 登 暢 吉 ６番 畑 中 雅 晴 

  ７番 藤 倉 智恵子 ８番 安 原 芳 博 

  ９番 正 満 正 義 10 番 鈴 木 哉 美 

  11 番 鶴 間 松 彦 12 番  高 橋 昭 典 

７．不応招議員  な し    

８．出 席 議 員       応招議員に同じ    

９．欠 席 議 員       な し    

10．地方自治法第１２１条の規定により提出議案等の説明のため出席した者の職氏名 

  町    長 松 岡 市 郎 旭岳ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ所長 三 島 光 博 

  副 町 長 平 田 章 洋 農地整備課長  中 山 善 敬 

  副 町 長 市 川 直 樹 都市建設課長 矢ノ目 俊 之 

  教 育 長 杉 山 昌 次 診療所事務長 金 山 裕 之 

  会 計 管 理 者 西 原   香 農業委員会会長 津 谷 俊 弘 

  企画総務課長 窪 田 昭 仁 農業委員会事務局長 北 口 由美子 

  保健福祉課長 佐々木 英 樹 学校教育課長 佐 藤 文 泰 

  文化交流課長 藤 井 貴 慎 生涯学習推進課長 佐々木 貴 行 

  東川スタイル課長 高 石 大 地 子ども未来課長 藤 川 裕 充 

  写 真 の町課 長 竹 田 慶 介 代表監査委員 安 井 繁 光 

  税務定住課長 吉 原 敬 晴 選挙管理委員会委員長 西 川 宗 孝 

  産業振興課長 菊 地   伸   

11．本会議に職務のため出席した者の職氏名   

  事務局長 本多 大樹 書記 畑山 美里 書記 村中  豪 

12.町長提出議案の題目 

  議案第１号 令和２年度 東川町一般会計歳入歳出決算認定について 
  議案第２号 令和２年度 東川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について 
  議案第３号 令和２年度 国民健康保険東川町立診療所特別会計歳入歳出

決算認定について 
  議案第４号 令和３年度 東川町一般会計補正予算（第６号）について 
  議案第５号 令和３年度 国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算

（第３号）について 
  議案第６号 東川町文化財活用施設 松田与一記念館条例の制定につい

て 
  議案第７号 東川町キトウシ森林公園家族旅行村条例の一部を改正する

条例の制定について 
  議案第８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 
  報告第１号 令和２年度 東川町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に係

る健全化判断比率及び資金不足比率について 
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13．議員提出議案の題目 

 【一般質問】 

  杉本 岳大 ・情報の公表について 

  鈴木 哉美 ・新型コロナウイルス感染症対策について 

  鶴間 松彦 ・「持続可能な開発目標【ＳＤＧｓ】」の東川町での実践課

題について 

・新しい段階の「新型コロナ」への対応について 

  正満 正義 ・空き家対策について 

  山家 祥幸 ・端境期における旭岳温泉の経済支援について 

・今期のキャンモアスキービレッジの営業方針について 

14．議 事 日 程          

 議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。 

15．会議録署名議員   

 議長は、会議録署名議員に次の２人を指名した。 

 ５番 能登暢吉議員、６番 畑中雅晴議員。 
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○開  会 

議長（高橋

昭典君） 

ただいまの出席議員は 12 名で開議定足数に達しております。よって、

令和３年東川町議会第３回定例会は成立しますので、開会します。                             

これより直ちに本日の会議を開きます。 

 

○招集者挨拶 

議長（高橋

昭典君） 

町長より本定例会招集の挨拶があります。 

町長、松岡市郎君。 

 

町長（松岡

市郎君） 

（登壇） 

皆さんおはようございます。 

本日は令和３年の東川町議会第３回の定例会招集させていただきまし

たところ、全員の議員の皆様方のご出席いただきまして誠にありがとう

ございます。 

ただいま議長さんからお話がございましたように、１年に１回の稲の

収穫時期を迎えている訳であります。 

今年は異常高温、過雨という中でありましたけれども、大雪山の恵み

によりまして稲の生育は順調だと伺っております。 

収量、品質、味、三拍子良しというようなお話を伺っておりまして、

大変嬉しく思っているところでございます。 

コロナ禍の中で非常に暗いニュースが多い訳でありますが、稲の収穫

によって多くの皆様方が明るい笑顔で秋の出来秋を迎えられますことを

心からご祈念を申し上げたいと思います。 

今回、私共が提案をさせていただきます案件については、議事案件が

10件、そして報告が１件となっておりますが、全会一致で議決を賜りま

すようにお願いを申し上げ、挨拶とさせていただきたいと思います。 

ありがとうございます。 

 

○議事日程の報告 

議長（高橋

昭典君） 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

議事日程に従い議事を進めます。 

 

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（高橋

昭典君） 

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第 125 条の規定により、５番 

能登暢吉議員、６番 畑中雅晴議員を指名します。 

 

○日程第２ 会期の決定 

議長（高橋

昭典君） 

 日程第２「会期の決定について」を議題といたします。 

本定例会は、本日から９月 10 日までの４日間にしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、会期は、本日から９月 10 日までの４日間と決定いたしました。 
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○日程第３ 諸般の報告 

議長（高橋

昭典君） 

日程第３「諸般の報告」を行います。 

町長から報告事項がありましたら、報告していただきます。 

 

町長（松岡

市郎君） 

ありません。 

 

 

議長（高橋

昭典君） 

議会からの報告事項は、別紙配付のとおりです。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

 

○日程第４ 一般質問 

議長（高橋

昭典君） 

日程第４「一般質問」を行います。 

通告順に質問を許します。 

１番、杉本岳大君。 

 

１番（杉本

岳大君） 

 

おはようございます。杉本岳大です。 

それでは、情報公表について町長に伺いたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

情報公表について。連日新型コロナウイルスの感染が広がっている中、

東川町にも感染者が出ているものと思います。 

町内の感染状況にも町民は強く関心を持ち、町民一人一人が感染予防

に気を配り、努めている状況であると思います。 

上川管内に住む私たちが公式に町内の感染状況を知ることは非常に困

難な状況であり、人から聞く噂話などに頼るところが大きいです。 

連日感染人数が公表される隣町の旭川市と異なり、東川町は上川管内

という大きな括りで集計され、後日、新聞報道等で１週間毎の集計の感

染人数を知ることが多いです。 

町内で感染者が確認された場合、旭川市のように日毎に保健所より情

報を収集し、感染状況を町民にお知らせする仕組みを作り、情報を公表

することができないものなのかということを伺います。 

さらに、情報公表の観点から、一つの例として７月に町内で起こった

新型コロナウイルス感染クラスターについても、クラスターが起こった

小学校の保護者や関係者等には説明会等があったということを話として

聞いていますが、これに限ったことではありませんが、町で起こった出

来事に対して、できる限り町内で知る者と知らないものが出ないように、

情報格差が出ないように努めていただきたい。 

町が公式に情報を公表することにより、いらぬ憶測や噂話、不正確な

情報に町民が困惑することのないよう配慮いただきたい。 

今回、一つの例として新型コロナウイルスを例にとって話しましたが、

新型コロナウイルスの話に焦点を合わせた話ではなく、質問の趣旨とし

ては、開かれた町政をさらに推進するためにも幅広く情報を公表する仕

組みを作ることができないか伺います。 

私も議員活動の中、町民から、町は情報公表に積極的ではないのでは

ないかという意見や声を多く聞きます。 

町民が求める情報公表を実現し、町民が町政に対し理解を深め、町民

の皆さんと共にまちづくりを行うことができるよう、町長部局、教育長

部局の皆さんと共に私も考えたいと思います。 
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議長（高橋

昭典君） 

 

町長、松岡市郎君。 

町長（松岡

市郎君） 

 

（登壇） 

ただいま杉本議員さんからご質問いただきました情報の公表につい

て、お答えを申し上げたいと思います。 

これまでの全員協議会等でもお伝えしているように、新型コロナウイ

ルス感染症にかかる感染者の情報については、「感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律」第 16 条の情報の公表において、

「厚生労働大臣及び都道府県知事は、第 12 条から前条までの規定により

収集した感染症に関する情報について分析を行い、感染症の発生の状況、

動向及び原因に関する情報並びに当該感染症の予防及び治療に必要な情

報を新聞、放送、インターネットその他適切な方法により積極的に公表

しなければならない。」、同２項「前項の情報を公表するに当たっては、

個人情報の保護に留意しなければならない。」に基づき、国は都道府県単

位、北海道では振興局単位で公表が行われています。また、「地域保健法」

第５条に基づき保健所を設置している札幌市、旭川市、函館市、小樽市

については同法第６条に規定する業務を行うほか、関係法令等に基づき、

新型コロナウイルス感染症対策を行い、把握する感染症の発生状況等に

ついて、公表を行っています。本町の場合は、都道府県が区域を指定し

設置する保健所の管轄となり、上川振興局管内の感染者数に含まれ、感

染者に関する情報は有しておりません。 

北海道は５人以上の感染者が発生した場合に、集団感染（クラスター）

として公表をしますが、町が管理する施設において集団感染等が発生し

た場合は、施設管理者として上川保健所などの関係機関と協議を行い、

町として公表を行う事としています。    

７月に発生した町内の小学校におけるクラスター関連の情報について

は、７月 11 日から 16 日までの間、ホームページ、防災無線、東川アプ

リなどにより、必要な情報について周知を行い、７月 26 日には７月 24

日において全ての小学校が再開したことを周知したほか、議会に対して

も 7 月 12 日、16 日の両日に、経過の報告を行っております。必要と考

えられる情報については公表し、対応が必要な方々に対しては協力を求

めてきたところであります。クラスター等の特別な場合を除き、情報公

表は北海道の義務となっています。 

杉本議員の活動において、「情報公表に積極的ではない」という住民の

声があるとの指摘に対してお答えします。 

行政として住民の皆様に知っていただきたいことは町の広報やホーム

ページに掲載、防災無線、東川アプリなどを活用し、周知に努めていま

す。また臨時的なものや緊急を要するものは防災無線、新聞折り込みや

地域振興会と連携した情報発信による周知にも取り組んでいます。住民

の意見や提案については町長への手紙や日常の業務の中で担当課職員等

が聞き取り、必要なことは早急に改善を図っています。特に議員各位と

は町が有する様々な情報を共有して置くことが良いとの判断から、積極

的に提供を行ってきています。議員の指摘の情報とは議員各位に提供し

ている様々な情報を公表せよとも受け止めることができますが、どの方

向へ行くか全く定まっていないものまで公表することは混乱を生じる要

因になると考えています。議員各位と共有している情報について、議員

各位で判断され、混乱を生じないように住民各位と意見交換など共有す
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ることは開かれた行政、住民の声を反映する行政を展開する上で意義深

いことと認識しています。特別な緊急情報を除き、行政が住民福祉向上

のために公表するものは議会との方向性が確認されたものなどを基本と

して、今後も行って行きますのでご理解をお願いします。なおデジタル

情報通信の具体化にも取り組んでおり、住民各位へはスマートフォンや

タブレット等での共有ができることになります。 

以上であります。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

１番、杉本岳大君。 

 

１番（杉本

岳大君） 

 

ありがとうございます。 

まず、新型コロナウイルスの感染状況についての答弁がありましたが、

こういう仕組みなんだなっていうのが私も初めて知りました。私も不勉

強だったのか。 

道の方、保健所の方で全て一元的に管理をして、保健所の方で情報を、

止めているという訳ではないんだと思うんですけども、東川町の方には

情報は行ってなかったということで、私は今回理解することができまし

た。 

このことに対しては、多分町民の方もきっと今回こういった答弁いた

だいて伝わるのではないのかなと。とてもこういった質問できて私もよ

かったのかなと思います。 

もう１点、情報公開についても色々町長の方で今お答えいただきまし

た。このことでもう少し深掘りをして私お話聞きたいなというところが

あるんですけども、先月、東川町全世代共生暮らしのエリア事業計画に

ついて、パブリックコメントが８月13日から８月24日まで情報公表とい

うことで町の方から町民の方に示していただいたと思うんですけれど

も、私も日頃からホームページをなかなか、毎日チェックしているかと

いったらそうでもないものですから、人伝にホームページにパブリック

コメントが載ってるよということを私耳にして見る機会をつくることが

できたんですけども。 

パブリックコメント、私、見ました。印刷今日私してきたんですけど

も、まず最初に、３枚の説明で基本構想がまず３頁にわたってありまし

た。配置、平面、パース図ということで、５頁載っていました。 

私これ見ていて思ったんですけど、なかなかこれを見て町民の方から

ご意見をくださいというのもなかなかちょっと難しいなと。ちょっと説

明やっぱり不足しているところもあって、これだけではなかなか町民の

意見を集めることができたのかなというところが疑問点としてありま

す。 

後日、パブリックコメントの結果として、またこれもホームページの

方に掲載されていたんですけども、最初の前段の内容として、全体につ

いてという項目がありました。 

そこの中で、私Ｑ＆Ａ見ていたんですけども、やはり町民の方からの

意見として、意見というよりはこれは質問だと思うんですよね。まず、

例えば実施主体、運営主体はどこですか、総事業費はどれぐらいかかる

のですかとか。例えば、あとは、どういう事業を想定していますか、既

存の施設で運用はできませんか、建物が必要なんでしょうか。このよう

な事業計画があることを全く知りませんでした。パブリックコメントの
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募集期間が短いです。パソコン等を常時利用しない町民の声を聞くこと

ができないのでしょうか。最後に、町民説明会、各自治振興会への説明

会の予定はありませんか。 

その他に色々項目毎に色んなＱ＆Ａがホームページに載っていたと思

うんですけども、私これ見て、やっぱり意見というよりはまだ質問の段

階なのかなと。どういう事業なんですかという段階なのかなと思いまし

た。 

最初、総事業費おいくらですかというところで、平米単価50万から60

万ですよと。８億から10億円を想定しています。こういった情報もきっ

とパブリックコメントに最初から載せておいた方がよかったのかなと思

うような内容です。 

８億から10億、たしかにとても高額だなというのは正直思います。仮

に８億円かかったとして、8,000人の町民で１人頭割ったら１人当たり10

万円ぐらいの負担になるんでしょうか。たしかに国からの補助なりって

入っていると思うんですけども、国の税金も私たち町民が負担している

ものなので、とても大きな投資になるのかなと私正直思いました。 

ここからも、やはり情報をまずは皆さんにお伝えした方がいいなと。

今回の方法は良かったのか悪かったのかっていうのは今後の検証になる

かと思うんですけども、私はもう少し町民の方々が思っているような、

やはり町民説明会を行った方がよかったんではないのかというのも私は

個人的に思います。 

日頃から私も色んな町民の方とお話しする機会があります。やはり東

川町で皆さん気にしていることが、投資が多いと。建物がだんだん増え

てきているよねというのがよく聞きます。やはり心配事です。色んな心

配事があります。 

最近ですかね、京都市の方でも今後10年で財政再生団体になるかもし

れないというような話が報道でありました。これもそういった報道も受

けているとやっぱり収入と支出のバランスっていうのが大事なんだろう

なと思います。 

建物が増えてしまうとやはり支出の面というのは増えていくっていう

のは、これは必然だと思います。減ることはないと思います。 

ただ、それも町の方で色々考えていただいて町民の負担にならないよ

うにっていうことで考えていただいているだろうとは思うんですけど

も、やはり東川の町民の方々は、やっぱり多くの方は、とても心配だと。 

それで、今回のパブリックコメントも多分知らなかったよっていう方

も、こんなこと出てたんだっていうことを知らなかったという方もきっ

と多くいるのではないかなと思います。 

パブリックコメントについて私インターネットで他の市町村ではどの

ようにやっているのかなというのをちょっと調べてみました。 

概ねほかの市町村では、まず、パブリックコメントの募集期間は原則

30日以上と定めて行っているところが殆どでした。 

今回、東川町では、８月13日から24日まででしたかね。10日とちょっ

との期間ですね。ここは何故こんなに期間を短く切ってしまって募集し

てしまったのかなっていうのもちょっと一つ疑問点としてあります。 

あと、告知の仕方ですね。たしかにホームページ等で、東川アプリ等

でお知らせしましたというところもあるんですけども、なかなかホーム

ページまで日頃から、使っている方っていうんですかね、インターネッ

トを上手く活用できている方とインターネットを活用できてない方も東



 

8            東川町議会第３回定例会 

川町では沢山いらっしゃると思います。そういった方々にはきちんと今

回のパブリックコメントについて内容を見ていただけたのかなというと

ころも私ちょっと疑問点としてあります。 

できれば急がずに今回の９月の広報にでも今回のパブリックコメント

についてお知らせできたらよかったのかなと。 

そして、期間もひと月、30日以上期間を定めて、色んな世代の方から

意見なり疑問点を出していただいてよかったのかなと思います。 

今回、私もパブリックコメントの意見を出していただいた方の年齢層

を聞いたら、やっぱり若い方が多かったよということを町の方から聞い

ております。そうだろうなと思います。やはりインターネットを日頃か

ら使っている方の意見が大半だろうなと。 

もう一つ、私、雑誌で見たんですけども、その雑誌には美瑛町のこと

について書いてありました。美瑛町でもやはり公共施設を増やしていた

時期があって、それについて維持費、コストがやっぱりかかってしまう

と。それでちょっと今美瑛町としても対応に苦慮しているというような

記事が書いてありました。 

そこの記事に書いてあったのが、美瑛町の町民プールについて書いて

ありました。温水プールについてですかね。書いてありました。 

とても町民に喜ばれているのではないかなというような建物だと思う

んですけども、その中にも、記者が書いてあったんですけども、大義名

分はたしかに立派なものだったけども、身の丈に合っていなかったので

はないかなというような、そういった意見が書いてありました。 

そこの中には、そこも美瑛町議会でも話になったんですけども、じゃ

あ町のプール、温水プールが議会でも一体年間管理費がいくらかかるん

だよということを再三再四やっぱり聞いていたみたいなんですよね。 

ちょっと記事なので何とも言えないんですけども、最後の最後に、計

画を立てて、もうすぐ工事が完了しますよといったところで年間管理費

がいくらいくらですと。町長が初めてそこでお答えになったということ

が記事には書いてありました。 

やはりその金額、管理費を聞いて美瑛町の町議、町民はびっくりした

という内容が書いてありました。 

建物を建てたらやっぱりどうしても管理費っていうのはかかります。 

今回、全世代共生暮らしのエリアの建物も今後多分管理費がかかって

くるんだろうなと思います。 

やはり計画の段階で、おおよそでいいと思うんですけども、年間の維

持費がいくらぐらいかかるものなのかと。それに対して東川町にとって

身の丈に合った投資なのかどうか。 

今後、30年後、50年後、人口も多分減少していくだろうという予測は

町でも立てていると思うんですけども、そういったときに、収支のバラ

ンスも今とは多分変わってくるものなんだろうなと思います。 

人口が１割、２割減ったとして、収入がそこに伴って１割、２割減る

のかどうか私もなかなか読めないところではあると思うんですけども、

そういった場合に、建物を今回東川町は色んな投資をされていらっしゃ

るんですけども、維持できるものなのかどうか。 

きっとそこを維持できるかどうかっていうのも、多分30年後、50年後

のことってわからないっていうのが正直なところだと思います。おそら

く。 

なので、じゃあ今どうしたらいいのかって言ったら、将来のことはな
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かなか予測できない。予測はできないけれども、今現状で計画を決める

段階でやはり私たちは責任を持って物事を決めていかなければならない

なと。だから、私たちも、建ててから、いや、実はそうだったんだって

いうことはないようにしたいなと思います。町民の方々もわかっていた

だきたい。そこを。私たちも聞いてるよと。町民の方も、建物を建てて、

こういう使い方をして、こういうふうに町で色んな事業を計画していて、

負担もこれだけあるというのは計画段階で町民も一人一人わかっている

よと。そういった環境で物事を決めていけたらいいなって思います。 

町もやはり、先程町長のお話もありましたけども、個人情報を守りつ

つ、個人の不利益にならないように。ただ、東川町で持っている情報と

いうのは極力東川町民の方々に報告、お伝えするっていうのが必要なの

ではないかなと思います。 

私たちは、町では私はわからないですけども、秘密にしておかなけれ

ばならないというものは殆どないのではないかなと思います。 

すみません、話ちょっと長くなってしまったんですけども、一旦これ

で質問の方区切りたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長、松岡市郎君。 

町長（松岡

市郎君） 

 

いくつかのご質問を再質問いただきましたけれども、まず、議員さん

の意識として私はしっかり持っていていただきたいということがあると

思うんですね。 

今回の公表できないということを知ったのはこの議会で初めて知った

と。質問して初めて知ったと。そういう今お答えでしたよね。 

全員協議会の中でも何度かお話をしていると思うんですが、これは住

民には公表できないんですということを伝えていると思うんです。 

ですから、まず一つは、住民の皆さんから色んなご質問なんか聞くん

だと思いますけれども、我々は包み隠さず皆さん方にはきちんとお話を

している訳です。その話をした内容を、住民から問い合わせがあった場

合に、しっかり伝えていただくということが欠けていると今のような話

が出てくるんじゃないかと思うんですね。 

共生エリアのお話も出てきました。これも、議員の皆さん方にもいち

早くお示しをいたしておりますし、住民の皆さん方にもこんなことでや

りたいということを何度か町の広報なんかでもお知らせをしております

し、或いはインターネットを通じてやっているということもあります。 

ですから、我々としては、住民の多くの皆さん方に情報が行き届くよ

うに、インターネットだけではなくて、町の広報を使ったり、或いは場

合によっては新聞折り込みのチラシを使ったりとか、様々な方法で住民

の皆さん方に伝えようとしている訳です。 

その伝えようとしていることの方法が悪いと仰っているのか、または

足りないということを仰っているのかちょっとわかりませんけども、

我々としては、とにかく我々が隠さず持っている情報というのは、これ

は議会の皆さん方とある程度方向が見えたものです。見えたものについ

ては、こうこうこういうことをやりたいんだというお話はさせていただ

いているつもりであります。 

それから、議員の方から施設が沢山できすぎている、身の丈に合って

ないと。こういうようなご指摘でございますが、一体どの建物を指して
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身の丈に合ってないということを仰っているのか。 

そして、その施設があることによって、どういう収益が生まれて、運

営費が生まれて、住民福祉の向上という我々の仕事ですよ。議会と我々

の仕事というのは、住民の幸せ、或いは繁栄、安全安心をより高めると。

より低くすることじゃないんです。より高めるために仕事をしようとい

うことで取り組んでいる訳です。 

議員さんのお話を聞いてますと、何もしないで黙って待ってて、住民

福祉はそのうち下がってくるでしょうし、少子、人口も減っていくし、

そういうことを見ながらやったらいいんじゃないかと、こういうように

も聞こえる訳ですけど、そうじゃないんじゃないでしょうか。今私たち

が住んでいるこの町を今よりも良くしようというのが我々の責任責務な

んです。 

ですから、このままの現状ではなくて、現状よりも良くしていこう。

それはハードもソフトも含めてですよ。そういうことで考えていく手段

があるのではないかと思っています。 

それで、施設にお金がかかりすぎるという話。住民が負担をしている

という話がございますけれども、どの部分が住民の負担増になっている

かということをよくお考えをいただきたいと思うんです。 

図書館をつくってほしいという話がありました。図書館という施設で

はありませんでしたけれども、住民の交流施設という施設をつくりまし

た。あそこの運営費、何で賄っているか。議員さんは当然おわかりだと

思うんです。住民の税金なんか入ってないんですよ。わかっていますか。

全部、留学生の授業料で賄っているんです。そして、その一部の償還金

もその授業料から負担をしている訳です。 

もしも日本語学校がなくて、そしてあの施設だけだったら、住民の皆

さんが負担をするというふうになっていたと思うんです。 

その他、国際交流会館にしても、それから、なんでしょうかね。新し

く建てたものってあまりないんですけれども。例えば暮らし体験館のよ

うなものも買いましたけれども、あの運営費だって町が出している訳じ

ゃないんです。ふるさと納税で集まったもので運営している訳ですよ。 

ですから、議員さんが仰っている運営費を町民の税金を使って負担を

しているというところは一体どこを指して仰っているのか、そこをしっ

かり私は聞きたいなと思っているんですけれども。 

ですから、我々が運営するためには、財源をしっかり集めて、その財

源で住民の幸せづくりを行うということなんです。 

ですから、75歳以上の医療費無料化だとか、或いはその他色んなサー

ビスがあると思いますよ。タクシーチケットの配布であるとか、或いは

福祉給付金だとか、色々ありますけれども、多分私は、調べてないけれ

ども、他の町やってないと思うんです。 

そういうものが何故やれているかということは、そういう施設があっ

て、そういう施設で収入を得ているからなんです。 

そこを議員さんしっかりと住民の皆さん方に説明してもらうというこ

とが必要だと思うんです。 

１番情報を持っているのは議会の議員さんなんです。議員さんと住民

の皆さんが接したときに、議員さんからしっかりと情報を伝えてもらわ

ないと今のような質問の内容になってくるんです。私はそこをしっかり

やっていく、これが間接民主制だと思うんです。 

ただ、議員さんご指摘のあった住民説明会をやりなさいということで
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あれば、なにもやることはやぶさかではないんですけども、今までやっ

たときに、それほど人は集まらない。そして、我々は、町長への手紙だ

とか、その他のところで個人でもってご意見の持っている方は出してく

ださいと言ったら出してくれているんです。そういうものを踏まえて

我々必要なことは迅速に対応しているということであります。 

ですから、私は、まず必要なことは、私たちは議員さんの皆さん方に

しっかりと情報提供しているんです。何も隠してません。ですから、そ

ういう情報の中で、これは事前に住民の皆さんと相談しておく、知らせ

ておく、懇談しておくことが必要だということは是非議員の皆様もやっ

ていただいて、町から提案を受けた場合に賛同すべきか賛同すべきでな

いか、そういう判断をしっかりやっていただけるということに私はなる

んだろうと思います。 

ですから、行政執行方針の中でも述べておりますけれども、やはり議

員の皆さんとは情報をしっかりと共有し、できることなら同じ方向に向

かって進んできたいということでありまして、海の物とも山の物ともわ

からない、いわば予測のつかない情報であったとしても共有をさせてい

ただいているということでございます。 

質問の趣旨に合っているかどうかわかりませんけれども、我々はいず

れにしましても、50年先はたしかに仰るように見えません。見えません

けども、50年先は今よりも良くなるんだというような姿勢で取り組んで

いく必要があると思います。 

先程来お話がございましたけども、町は身の丈に合ってない施設を沢

山つくりすぎているというようなご指摘にも聞こえるんですけども、そ

れは一体どんな施設なのか。どんな施設が町の税金を食っているのか。

食ってないんです。逆なんです。そこをしっかり認識をしていただきた

いと思います。 

町の税金を食っているということがあれば、しっかりご指摘いただけ

ればそこは改善をしていきたいと思いますが、そんなことにはなってな

いということは自信を持って申し上げたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

今町長の方から反問とも受け取られるようなご発言でしたが、反問権、

通告になってないので、その部分には答えなくてもいいと思います。 

それから、再々質問で、これが３回目の質問ということで最後になり

ます。持ち時間は10時21分までの45分間ですのでお気を付けください。 

１番、杉本岳大君。 

 

１番（杉本

岳大君） 

 

ありがとうございます。 

色々今お話聞きまして、まず最初に、町長が仰ったのが、最初のコロ

ナウイルスのことですかね。これは、町として説明できないんだという

ことは言ってあるというお話がありましたけど、ごめんなさい、私の伝

え方が上手く伝わってなかったんだろうと思うんですけども、私が言い

たかったのは、こういった法律に基づいて色々制限がありますよと。情

報を出すにも。このことに対して町民はおそらく知らないだろうなと。

東川町は情報を伝たくてもこういった縛りがあるから伝えられないんだ

よということを私は東川町の公式、オフィシャルに町民の方にお伝えで

きたらいいじゃないかなと。そうすると余計なことは考えなくてもいい

訳ですよね。 

これも本当に、町民の方のお話なんですけども、私はこんなことない



 

12            東川町議会第３回定例会 

と思っています。ただ、一般論としてですよ。町なりが情報をコントロ

ールしているのではないかなというようなふうに思われてしまう可能性

もあるんです。こういったきちんと説明がなされて、やっぱり公表され

てないので。 

あくまでも東川町としては法律に基づいて行ってますよということを

まず私は情報公表の一つとして行っていただいたらいいんじゃないかな

と思います。 

こういうことは沢山あります。私たちは別に東川町としては伝えてい

ない訳ではないんです。こうこうこういう事情があって伝えられないん

だとか、こうこうこういう事情があったんだよっていうことをまず第一

歩として町民にお伝えいただければいいのかなと思います。 

先程、身の丈身の丈って、私もお隣の町のお話を交えながらお話しし

たんですけども、これも実際１個１個聞かれても私もちょっと、何とな

く漠然とした、町民と同じです。町民の方も漠然としていると思います。

この建物はこうだよねとかっていうことではないと思います。 

よく町長は議会が町民の方に情報を公表しなさいと、公表してくださ

いと、意見を聞いてくださいと仰るんですけれども、情報を公表するの

はやはり町の役割っていうか、責任ではないのかなと。 

私たちも勿論町と一緒に町民の方々に情報を公表します。お伝えしま

す。それは勿論やります。だからといって、そこで私たちだけに、だけ

にではないと思うんですけども、議員が議員がって言われても、なんか

ちょっと私は話がなかなか食い違っているなというのが正直な思いがあ

ります。 

最後に、例え話ではないんですけども、皆さんそれぞれご家庭を持っ

て生活されていると思います。ご自宅で、例えば何か物を買いたいなと

か何かしたいなというとき、ご家族に多分相談すると思うんですよね。

今度こういうことをしたいんだよね、これを買いたいんだよねと。それ

を例えばご家族に説明なくやってしまうと、やっぱりご家族の方、不安

になると思います。そこで家庭ご不安になってしまうんじゃないかと思

います。やはり日頃からのコミュニケーション。これご家庭でもそうだ

と思います。だから、単純なんです。 

町長は、町民の方々ともう少しコミュニケーションをもっともっとさ

らに今よりコミュニケーションを取った方がいいのかなと。そうすると、

町民の方々も不安っていうのが薄れてくるのかなと。やはりコミュニケ

ーションが大事だなっていうのは私常日頃から思ってます。 

ちょっと質問になってないのかもしれませんけども、よろしくお願い

します。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長、松岡市郎君。 

町長（松岡

市郎君） 

 

杉本委員が仰いましたコミュニケーションが必要だということは全く

私も同感であります。 

私は以前からＣＯということを言っておりまして、ＣＯというのはコ

ミュニケーションのＣであり、コラボであり、コーポレーションであり、

コワークというような、共にということを掲げておりますので、それに

ついて全く異論を唱えることは必要はないと思いますし、その通りだと

思います。 
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コミュニケーションをどういう形でやっていくかということを議員さ

んはご指摘をされているんだろうと思いますが、いくつか質問がありま

した中から、公表の話でございますけども、今回法律により公表できな

いということを知らせるべきであるかと。それは足りなかったとすれば

そうすべきだと思いますが、ただ、議員さんに対しましても、何で町は

公表しないんだろうねというような多分問い合わせがあってこういう質

問になっているんだと思うんです。そのときに、やっぱり自信を持って、

実は法律でこれは都道府県と国しかできないんですということを言って

いただければそこで一つの問題というのは解消できる訳です。 

ですから、そういうところをまず一つお願いをしたいと思います。 

それから、情報の公表ということ、或いは提供ということについては、

先程お話を申し上げましたように、色々な方法でやっている訳です。 

ですから、広報を見るのを見落としたということもいらっしゃるでし

ょうし、或いはチラシが入ってきたときに見落としたという方もいらっ

しゃると思いますが、しかし、色々なことでカバーをしながら、一重、

二重、三重にも四重にもしながら情報発信に努めているということであ

ります。 

ただ、先程言いましたコミュニケーションといいましょうか、実際に

住民の皆さんと会って話す機会が少ないじゃないかというところは真摯

に受け止めたいと思います。それは反省の一つとして承知をしたいと思

います。 

それから、家族の不安の例を出していただきました。家族皆で相談す

るんだと。こういうお話でございましたけれども、家族の中にも夫婦が

いて子どもがいるというのが一般的な家庭でしょう。夫婦であるにもか

かわらず、配偶者に話をしないで子どもにいきなり話をするということ

にならないでしょうし、或いはまずは夫婦で話をして、その結果、これ

はそうだよねといったときに子どもたちのご意見を聞いてみようかとい

う話になるんじゃないかと思うんです。 

まさにその夫婦の関係というのが議会と町ではないかと思うんです。 

ですから、まず夫婦の関係をしっかりした上で、その上で住民の皆さ

ん方の声を聞くということでないかと思うんです。 

議会の皆さんがいるにもかかわらず、こちらへ行って、実はこういう

ことをやりたいんだけどどうでしょうかなんて話を聞いたら、議員さん

多分怒られると思うんです。間接民主主義というのを知っているのかと。

なんで議会の皆さんに説明しないんだと。先にそっちに行くんだという

話になるんだと思うんです。 

この間接民主制というのは、住民の皆さん方一人一人から意見を聞い

て反映するのは不可能だ。だから議員さんの皆さんと相談をして決めて

いきましょうということなんです。 

決定権は私にあるんじゃないんです。議員さんの皆さんにあるんです。 

ですから、日頃から議員さんが住民の皆さんとの意見を交換する、情

報交換するということが大切なことだと思うんです。 

議員の条例の中にも多分住民の皆さんとの情報共有というようなこと

があるんだと思います。 

ですから、我々は住民の皆さんと情報共有しないと言っているのでは

ないんです。これはしなきゃなりません。しなきゃなりませんけれども、

その先にあるものは、皆さんとの共有があって初めて住民の皆さんとの

共有があるということだと私は思っております。 
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この辺、異論があるかどうかわかりませんけど、私はそういうつもり

で行政執行に当たらさせていただきました。 

以上であります。 

 

１番（杉本

岳大君） 

 

ありがとうございました。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

以上で、杉本議員の一般質問を終ります。 

引き続き 10 番、鈴木哉美君。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

 

大項目として１つですね。新型コロナウイルス感染症対策について。 

その中に小項目として３つ質問をさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

 まず、町内集団感染に対する学校等の臨時休業について教育長に伺い

ます。 

７月に町内小学校を中心に発生した新型コロナウイルス感染症集団感

染の対応として学校等は臨時休業となりました。 

第二小学校が７月 12 日から 23 日まで 12 日間の休業、第一小学校と第

三小学校のそれぞれ５・６年が同じく 12 日間のこちらは学級閉鎖、その

ほか、つまり、幼児センター・東川小学校・第一小学校と第三小学校の

それぞれ１・２・３・４年、東川中学校が７月 12 日から 18 日までの７

日間の休業ということです。 

７日間の休業になった学校については、当初は７月 14 日までの３日間

という発表でしたが、一部の PCR 検査の結果が 15 日に出るということ、

また、各小学校については業者による施設消毒作業が 15 日以降の実施に

なったことから、延長せざるを得なかったと伺っております。 

それらの状況からすると、その中で、幼児センターと中学校は、15 日

から再開できなかったのでしょうか。また、東川小学校も含めて、学級

閉鎖や学年閉鎖という、細かい対応ということですね、という形では難

しかったのでしょうか。 

２番目に、次に、町長に伺います。自宅待機を余儀なくされた子育て

世帯への支援金についてです。 

町では、今回の小学校における集団感染に起因する自宅待機を余儀な

くされた子育て世帯への３つの応援金・支援金を創設し、７月 16 日の第

５回臨時会にて可決しております。 

お子さんが新型コロナウイルス感染又は濃厚接触者となった世帯へ

は、①応援金として一律２万円、ひとり親家庭・自営業世帯には②支援

金として一律５万円を、申請をしてもらう手間を省き、児童手当受給者

の口座に迅速に支払うということで、良い対応をしていただいたと思い

ます。 

また、これらの対象者以外で、世帯主が今回のコロナの影響により減

収した世帯については、申請していただくことで最大５万円の減収補償

を行う③の支援金もありました。 

この３番目の支援金については、世帯主という限定があることから、

例えばパートのお母さん方が、お子さんは感染や濃厚接触の影響はない

ものの、臨時休校や臨時休園によってお子さん一人で留守番させられな

いので急遽仕事をお休みした、というケースが多くあるのではないかと

心配しておりました。 
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保護者の方々からは、やはりそのようなケースの訴えをたくさんいた

だきました。 

 そこで私が急遽インターネット上で行ったアンケート調査では、22 人

のかたからご回答をいただき、そのうち半数近くが収入の減少があり、

やむなく年次有給休暇を使ったかたも数名おられました。厚生労働省や

労働局が事業者に提唱している特別有給休暇を取ったというかたは一人

もいませんでした。また合わせて、食事代などの家事費が増えたかとい

う問いには、９割近くのかたが増えたとお答えでした。 

 皆さんからの声としては、世帯主ではないものの、仕事にもいけず、

減収の補填もなく、家事費は増え、家計の負担が厳しいという意見がほ

とんどでした。また、自営業のかたでは、７月だけ減収しているという

証明ができないので申請を諦めているという回答も見られました。 

 第５回臨時会では、質疑にて、この３つの応援金・支援金が該当する

見込み件数を答弁いただき、それに対して 1,000 万という予算額という

のは、該当件数拡大の可能性もあるので、予算額に余裕をもたせている

とのことでした。 

 この応援・支援金の受付が９月末までですが、現在の状況と、今後対

象を緩和したり、内容を追加したりするお考えはないでしょうか。 

３つ目ですね。事業者への支援策について伺いします。 

 事業者を守るという意味では、何を支援するのか、私は３種類の考え

方があるかと思っております。 

 １つは、なるべく本来に近い営業継続をしていただくために、安全確

保を支援する方向。例えば、消毒やソーシャルディスタンスをとるため

の備品の支援など。 

 ２つ目は、顧客との接触を減らす営業方法の変更を支援する方向。出

前イーツもそうでしたが、配達や販売代行や買取などの支援が考えられ

るかと思います。 

 ３つ目には、最も根本的に、世の中の外出削減に寄与し、事業者も極

力安全を確保する、つまり、営業短縮や休業を支援する、補償するとい

う方向もあります。 

３つ目というのは、よく「休業と補償はセット」と言われるように、

国や道から営業時間短縮や休業をお願いされる場合には、それに対応し

て持続化給付金、一次支援金、現在は月次支援金という施策が行われて

きました。 

 しかし、事業者の中には、実際に他地域のナンバーの車での観光客が

来られるという現実から、自身の感染の危険も感じると共に、営業する

ことで外出を促進してしまうことを懸念し、自主的に営業の縮小や休業

をされているかたもおられると聞いております。 

 最も世の中の人流を減らすことに貢献するにも関わらず、営業日数を

減らしてしまうことで月次支援金などの対象からも外れてしまいます。 

持続化給付金の際には、該当すれば町の給付金もさらに上乗せされま

したが、一方、個人事業主で、家族の扶養に入っていると対象外だった

り、あと少しで 50％減少に満たないところで対象外になってしまった事

業主の方々は、本当に苦しいという声がありました。 

第５波の感染拡大により、北海道も緊急事態宣言に追加となりました

が、令和３年度の町内事業者への経済対策は、ポストコロナを想定した

ものがほとんどです。 

今回、あらためて感染拡大やまん延を防止に対応するための緊急経済
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対策についてはどのようにお考えでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

教育長、杉山昌次君。 

 

教育長（杉

山昌次君） 

 

（登壇） 

まず一つ目のご質問であります「町内集団感染に対する学校等の臨時

休業について」お答えします。 

７月上旬に発生しました小学校の集団感染いわゆるクラスターに係る

学校の臨時休業等につきましては、議員の質問にありますように小学校

１校の臨時休業と小規模２校の５，６年生学年閉鎖が７月 12 日から 23

日まで 12 日間、その他の学校等が７月 12 日から 18 日まで７日間実施し

ました。 

当初の予定では、７日間学校休業となったその他の学校等については、

７月 14 日までの休業予定でしたが、①小学校２校のＰＣＲ再検査及び少

年団のＰＣＲ検査が 15 日に行われること、②小学校の消毒作業が 15 日

から 19 日にかけて行われることなどから、13 日に開催された「東川町

教育委員会、上川保健所、上川教育局連絡会議」の中で、①15 日の再検

査等の結果を見て学校再開時期を判断したいこと、②中学生を含む家族

への２次感染が見られること、③陽性者が学童を利用していたこと、④

濃厚接触者の家族には幼児や中学生が多く含まれていることなどから、

感染防止のためには学校を一斉休業することが好ましいとの指導を受け

ました。 

また、今回の感染は学校活動による集団感染であり、⑤デルタ株の疑

いが濃厚であり、その性質が明らかになっておらず、どのように感染が

拡がるかは不明であったことから、幼児・児童・生徒等の安全安心確保

の観点から、学校等全校の休業を 18 日まで延長することにしたものであ

り、ご理解をお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長、松岡市郎君。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

（登壇） 

それでは、２点目、３点目のご質問に対しましてお答えを申し上げた

いと思います。 

自宅待機を余儀なくされた子育て世帯への支援金についてでありま

す。 

ご質問のありました応援金・支援金の支給状況について、今回の小学

校における集団感染に起因する児童・生徒が新型コロナウイルス感染又

は濃厚接触者となった世帯に対し①応援金１世帯当たり一律 20,000 円

については、58 世帯へ合計 1,160 千円を支給し、②のひとり親家庭や、

農業・営業等の自営業者に対しての一律 50,000 円の支援金については、

20 世帯へ合計 1,000 千円をそれぞれ７月 21 日にお支払いいたしました。 

これらの世帯以外で、世帯主の収入が今回のコロナの影響により減少

した世帯への支援金支給については、現在のところ申請がありませんの

で、①の応援金と②の支援金の合計は 2,160 千円の支給実績となってお

ります。 

減収した世帯の考え方は、社会通念上世帯主と認められ、主に世帯の
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生計を担っている方ですが、個々の事情により主に生計を担っている方

が世帯主以外の方であれば、その方を世帯主とみなし判断することにし

ています。 

応援や支援金のご質問ではありますが、個々を細かく見て行きますと

様々なことが出てきます。感染に伴う個別支援は必要最小限に止め、必

要な予防対策と通常の経済活動の回復を目指すものを優先すべきと考え

ています。コロナ感染は誰でも感染する恐れがあり、感染された方々に

あっては一日も早い回復を願い、引き続き感染しないように基本的なマ

ナーを励行すること、ワクチン接種希望者（東川町への通勤や通学、及

びその家族を含む）は一日でも早く受けることができる環境を整えるな

ど、感染防止と重症化予防に努めていきたいと考えています。何か不明

な点がありましたら遠慮なく、保健福祉課へ相談いただければと思いま

す。なお現行の予算残額は、今後の感染に備えておくことが最良の道で

あると考えていますので、ご理解をお願いします。 

３番目の事業者への支援策についてであります。 

長引く新型コロナウイルス感染症の影響により、町内における観光

業・木工業・飲食サービス業などあらゆる産業への経済的打撃は大きく、

国や北海道における給付金や支援金、融資などによる事業者支援に加え、

地方創生臨時交付金を充当した町独自の経済対策支援事業を実施するな

ど、その時々の国や北海道の動向や感染状況に応じた必要な支援を行っ

てきたところです。 

昨年からこれまで実施した主なものとしては、①出前イーツや親子食

事チケットによる飲食店と町民の食事支援を同時に行い、店舗での接触

による感染リスクを軽減する対策を実施、②国の持続化給付金等に上乗

せし、事業継続を促す地場産業回復チャレンジ交付金を計 217 事業所（国

立公園内 11 事業所、国立公園外 206 事業所）へ交付、③感染予防対策を

講じながら町内事業所の継続的な経済活動を支援するため、オゾン滅菌

器の貸与を飲食店、小売、サービス業の事業者では計 104 件に、福祉事

業関係者に対してもオゾン滅菌器、空気清浄機、面会用ｉＰａｄ、検温

器の無償貸与を行い、新型コロナウイルス感染症を抑制する対策を実施

など、町独自の対策についても広く実施してきています。 

また、ワクチン接種も進んできている中で、各事業所自らが明るい未

来を見据え、前を向いて経済活動を続けていく力になればとの考え方か

ら、本年度は６月補正予算などから、商品開発や魅力創出への支援、更

にはＨＵＣカードを活用した町内消費拡大事業など、幅広い町独自の対

策を実施しているところです。事業者の方々の具体的な取組は異なるこ

とと思いますが、「感染予防と生活維持の両立」のため、出来ることを創

意工夫しながらご尽力をされています。町も、事業者や事業者団体と十

分連携し、コロナ禍の中、町の価値がより一層向上し、「住民にとっても、

事業者にとっても、広く消費する人々にとっても良い」対策を引き続き

展開して行きたいと考えています。今後とも大局的な視点にたってご提

言いただければ幸いです。 

以上でございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

10番、鈴木哉美君。 

 

10番（鈴木 それでは、再質問をさせていただきます。 
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哉美君） 

 

再質問のまず１点目、教育長に伺います。 

６月27日分から道が市町村別に感染者数を発表するようになりました

が、７月４日以降、毎週ずっと感染者を出しているのは上川管内で東川

町だけです。 

学校を中心とした集団感染については終息したとのことですが、今回

のことを踏まえて、学校再開後は新たに何か取り組まれている感染対策

や改善点などがありますでしょうか。あれば是非教えてください。 

次に、町長に伺います。 

教育長の答弁にありました通り、７日間から12日間の学校の臨時休業

がやむを得なかったという理由をご説明いただきました。 

今回のような新型コロナウイルス感染症による小学校などの休業の影

響で、お子さんの面倒をみるために仕事を休んだ場合に、国が事業者に

対して創設している助成金があります。 

これは令和２年度と令和３年度で違った制度となりました。 

令和２年度には小学校休業等対応助成金で、本来は事業主が申請する

ものですが、制度が知られていなかったこともあり、労働者が企業に対

しこの助成金を利用してもらいたいと労働局に相談すると労働局が事業

主に働きかけてくれる相談窓口がありました。 

さらにそれでも労働局からの働きかけに事業主が応じない場合には、

労働者個人から直接申請する個人申請分の運用もありました。 

令和３年度は、同じ厚生労働省からの制度ですが、そのような個人運

用がなくなり、両立支援等助成金育児休業等支援コース新型コロナウイ

ルス感染症対応特例という制度に変わりました。 

これは企業内で特別有給休暇の制度化と子育てと勤務の両立支援制度

の周知を両方実施することにより、特別有給休暇をとった労働者１人当

たり５万円、上限10人、50万円まで事業主に助成する制度です。 

先程も申し上げました、私がインターネット上で行ったアンケート調

査でも特別有給休暇を取った方はおらず、年次有給休暇を取ったという

方がいましたが、この両立支援等助成金では、年次有給休暇を取得した

事後に環境を整備して特別有給休暇に振り替えて申請することが可能で

あることが令和３年８月26日更新の両立支援等助成金（育児休業等支援

コース）Ｑ＆Ａに書かれています。 

なお、今回７月に特別有給休暇を取得した場合の申請期限は令和３年

11月30日までと日にちにまだ余裕がございます。 

労働者個人からは申請できず、個人に支給されることもないので、昨

年度に比べて労働者にとっては大変厳しい内容になりましたし、この制

度自体殆ど知られていないように思います。 

そこで伺います。今回、この制度のリーフレット、Ｑ＆Ａの主な内容

など、制度の対象となる保護者に配布をしてはいかがでしょうか。 

さらに、学校等が新型コロナウイルス感染症の影響で臨時休業をした

ことを証明しやすい文書の発行、労働者から企業の事業主への制度の適

用をお願いしやすいような周知文書の発行なども工夫が可能ではないで

しょうか。 

また、町の応援金、支援金の予算残額については、現在、全国的にお

子さん世代の感染が増えていることから、今はまだ備えておく必要があ

るのかと思いますが、ちなみにですが、昨年度の緊急事態宣言での学校

等臨時休業時には、先程の答弁にもありました通り、町では予算額600

万円の親子食事チケット緊急配布事業がありました。 
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当時、大変ありがたいという声を多く聞きました。 

今回の臨時休業中も家庭の食費負担が増えたという声が私のアンケー

ト調査でも寄せられており、町内の飲食店支援にもつながったことから、

一例として検討されてはいかがでしょうか。 

次に、先日、９月３日に国の経済財政諮問会議でワクチンパスポート

についての資料が出されました。 

国内でも一部では既に割引プランやお得なキャンペーンなどの実施例

があるようです。 

ワクチン接種のインセンティブにもなるということですが、ワクチン

パスポートや接種証明の利用については、ワクチン接種はあくまで任意

ですし、接種できない事情がある方もいることを考慮し、差別にならな

いような配慮が必要であるとは思いますが、今後の活用の方向などお考

えがありましたらお聞かせください。 

以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

教育長、杉山昌次君。 

 

 

教育長（杉

山昌次君） 

 

最初に再質問されました内容について答弁させていただきます。 

今回のクラスター発生を経て、各学校で特に実施していることはある

のかということでございますけれども、学校における活動において感染

防止対策を徹底するということであります。 

以前から文科省から示されているマニュアルに沿った対応をしており

ますが、さらに強化をするということ。 

例えば、運動時以外はマスク着用を徹底するということ。それから、

子どもたちの学習の中でグループ活動についてはなるべく避ける。或い

は、実施するのであれば十分な距離を取った上で行う。それから、活動

の中で接触の機会をなるべく減らすこと。それから、行事を実施する場

合は、そのときの風邪等の児童の症状などをきちんと把握して慎重に判

断することなどを実施しております。 

それから、もう一つが、子どもがどういう状況になったら出席停止扱

いになるかということでありますけれども、今緊急事態宣言が発せられ

まして、通常、他の学校でも同様となっておりますけれども、その前か

ら、家族等に風邪等の症状がある場合は本人が健康な状態であっても出

席停止扱いとすることなど慎重な対応をしております。 

以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長、松岡市郎君。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

今、再質問３点ぐらいあったのかもしれませんけれども、まず、今回

の休業、休園といいましょうか、学校なり保育園が休園をした、その結

果、急遽子どもさんを通わせることができない。従って保護者がいない

ので親が休んだという事例があったとは聞いていますが、前回の去年の

休業、或いは休園の時もそうですけれども、私共公が担うというのは、

民間が担えないような分野を万が一のときはしっかり担うということが

基本ではないかということを考えておりまして、教育委員会の方とも十

分協議をしながら、どうしても子どもさんを家庭で保護できないという
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ような方については、相談をしてくださいと言って相談をし、どうして

もできない方については、保育士さん、或いは学童指導員なども、当時

ワクチン接種もしておりませんから、勇気を持って対応したという経緯

があります。 

それから１年経ちました。ワクチン接種が出てきました。私共は、ワ

クチン接種は高齢者とか福祉施設に働いている方、医療だとか最優先す

るという話でございましたけれども、保育士だとか、或いは学童の指導

員であるとか、学校の先生であるとか、そういうところを国が何と言お

うと先に優先させてあげてくださいということを口を酸っぱくして担当

課長に申しました。担当課長も苦慮しながら、他の町よりは早く実施を

しようということで、そういう公的なサービスを提供している方々につ

いてはいち早く接種を終えようとしてきたところでございます。 

ですから、そういう中でどうしても家庭で保護ができないという方に

ついては、先程お話しを申し上げましたように、我々は安全対策を十分

講じながら相談に応じて対応するという柔軟な姿勢を取ってきた訳でご

ざいますので、何件かあったというふうに聞いておりますけれども、そ

れ以外についてはなかった。 

特に、コロナのようなものでありますから、これは全町挙げて厳しさ

を乗り越えながら対応していかなければ終息を迎えるというのは非常に

厳しいところがあるのではないかと思います。 

休業補償があるから子どもさんを家庭でみたよとかみないよという話

以前の話でないかという気がいたしております。 

そういう中で、先程、くどいようですが、私ども行政として、公とし

てできる分野についてはしっかりと果たそうということで果たしてきた

ということをご理解いただきたいと思います。 

今ご提言のありましたＱ＆Ａの両立支援の話でございますが、私も国

の制度でございますので掌握をしておりません。内容をよく担当課の方

で見てもらい、必要ならばご案内をさせていただくことはよろしいので

はないかと、こんなふうに思っています。 

それから、チケットの配布ですが、これもうちの商店の皆さん、或い

は飲食サービスの皆さんというのは本当によくやっておられると思いま

す。 

我々は金銭給付ということではなくて、来たお客様に安全に安心して

食事をとっていただけるようなサービスを提供できるようなことという

ことで、オゾンの滅菌器であるとか、空気清浄機であるとか、そういっ

たようなところでしっかり応援をさせていただいて、できる限り通常の

営業ができるような支援をしてきているところでございますので、これ

からどういう推移をしていくかわかりませんけれども、現段階ではチケ

ットの配布については考えていないということ。 

それから、ワクチン接種のパスポートの話が出てきましたけれども、

これは我が町だけがどうこうというのではなくて、国の動向もしっかり

見定めながら検討することがいいのではないかと思っています。 

私共が、今から何十年前でありましょうかね、30年、40年前というと、

ある海外へ行く時には予防接種を受けなければいけないというような状

況もございました。コロナとそれだとちょっと違うかもしれませんけど

も、やっぱり自分の身を守り、そして地域の方々とも接触を円滑に行う

とすれば、今のような接種をするというのが現在考えられる時点で感染

拡大を防ぐ大きなものなのかなという気はいたしますが、今お話を申し
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上げましたように、これは色んな状況を見ながら判断をしていくことが

よろしいのではないかと思っています。 

それから、冒頭、教育長に対する質問の中で、東川町は毎週感染者を

出していると。出しているという表現が僕はちょっと引っかかったんで

すけども、出てるということです。 

これは、皆さん感染しないように万全を期しておられると思うんです

けれども、色々な出会いがあったりする、そういう中でたまたま感染し

てしまったということではないかと思います。 

出したくて出している人は誰もいないというふうに思いますので、出

てしまったということでありますから、感染した方々については一日も

早い回復を我々としては祈念を申し上げたいと思っているところであり

ます。 

以上であります。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

10番、鈴木哉美君。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

 

今１番最後にお話ありました、私の表現がまずかったようであればお

詫び申し上げますが、出しているというのは、自らわざと出しているこ

とではないのは当然でございまして、数字上、ホームページ上ですとか

に数字として上がっているという意味で出しているという表現をしてし

まいましたが、ここに関しましては、逆に感染したことというのは被害

を受けたというぐらいな、ご本人がわざとしているということではない

のはもう重々承知でございますので、そういう意味ではお詫びを申し上

げますけれども、そしてまた、感染した方については１日も早い回復、

それから、周囲の差別等ないよう、そこは当然気をつけていただきたい、

気をつけていきたいと思っております。 

ただ、現実としては、数字を見ている限りは毎週載ってきていてしま

っているので、大変ここは心配している点であります。 

しかし、先程私も申し上げましたが、集団感染に関しましては終息し

たというご報告を受けておりますので、そこは安心した上で、それから

あとは、国からも出席停止ですとか、あと、学級閉鎖とか学年閉鎖につ

いての定義も今回きちんと国の方で定義がされましたので、大変わかり

やすくなってよろしいことかなと思いました。 

そうした上で、今後も、私も個人的にはわくわくプレイスのボランテ

ィアにも参加しておりまして、そういう意味では大変気を遣っておりま

すので、そういうところで、それからあとは、今後、まだ詳しいことは

ないかもしれませんが、国の方から学校等希望すれば抗原キットの無償

配布のような話も出てくるかと思いますので、保護者の方からは、今回

の集団感染の時にいち早く町が無料で抗原キットを配布してくれたこと

に関して非常に感謝の声が多くて、非常に安心感を得られたということ

から、今後も是非お守りのようにできれば一つ持っていたいというよう

な声も出てきたところです。 

そうした意味でも非常に対応には苦慮された部分もあり、その中で

色々対応していただいたことには感謝申し上げますし、今後も是非その

ような形で対応をお願いしたいと思います。 

それから、保護者の休業の補償に関しての部分、それから事業所に対

しての部分なんですが、町長仰ることもごもっともでございますけれど
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も、民間が担えない部分ということで、国の制度なので町の方でどうこ

うできる部分ではないんですけれども、あまりにもおそらくこの国の制

度が普及されていないという部分では、町としても国の制度の普及に努

めるというか、協力するような形で、国から見れば国民の皆さんにです

ね。町としては町民の皆さんにお知らせしていただいて、是非該当する

方がいれば、今からでも事後でも申請が可能、逆に言うと事後でも申請

が可能ということは、それだけ知られてないことを厚生労働省も認知し

ている訳なんですね。ですから、事後でも申請できるというところも使

って、できるだけご本人にとってよかれという方向になっていくように

ご協力をいただければありがたいと思います。 

また、事業者に関してでも、ポストコロナまではいかないですけれど

も、積極的に通常の営業を支援していくという方向は勿論大事だと思う

んですが、先程の休業補償のことも併せてそうなんですけれども、結局、

大局から見たときに、私が心配しているのは、そこからこぼれ落ちてし

まう、制度の狭間に挟まったり落ちてしまってそこから救っていただけ

ない、救ってもらえないという人が出ないように、そこも、公平である

ことも大事なんですけども、公正であることも大事だと思っております

ので、決して大局な視点に立ってみたときに、それが大勢を見て少数派

を切り捨てるということにならないように心がけて町民の皆さんとお話

を聞いておりますので、そういうところで少数、最後の１人まで取り残

さず救っていくという形をしていけば、結局は全員が救われるという形

にもなりますので、そういったこともご理解いただければと思います。 

以上で質問を終わります。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

答弁はいりませんか。いいですか。  

10番（鈴木

哉美君） 

 

はい。  

議長（高橋

昭典君） 

 

以上で、鈴木議員の一般質問を終ります。 

休憩に入ります。再開は、11 時 10 分。（休憩宣言、10 時 58 分） 

 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。（再開宣言、11 時 10 分） 

引き続き 11 番、鶴間松彦君。 

鶴間議員の一般質問は「一問一答方式」を選択しています。 

制限時間は、場内時計で 11 時 55 分です。 

 

11 番（鶴

間松彦君） 

 

私は、一問一答方式でＳＤＧｓに関わる問題と新しい段階での新型コ

ロナについて質問をさせていただきたいと思います。 

持続可能な開発目標ということでＳＤＧｓの東川町での実践課題につ

いて町長のお考えをお伺いしたいと思いますけれども、2015年に国連で

採択をされて、2030年までに持続可能な社会を実現するという世界共通

の目標として設定されたものというふうに認識しております。 

日本社会の中でもその方向で政府のＳＤＧｓ実施指針を毎年閣議決定

し、国家戦略として推進し、国の政策、或いは様々な地域や企業団体な

どが取り組んでいるというふうに報告されております。 

その中で、近年、地球温暖化による様々な変化が報告されております
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し、例えば氷河が溶け出して数万年前の細菌や微生物が息を吹き返して

きたとか、シベリアの永久凍土が溶け出して過去の生物の死骸などが露

出してきているとか、また、熱帯地方では樹木の伐採などを開発、或い

は山火事等で自然災害なども発生していると。こういったものも一つの

大きな社会の変化ということで、世界中に今脅威をもたらしている新型

コロナのウイルスもこれらが要因の一つではないかという研究者の発表

もあります。 

東川町においては、この自然豊かな環境と先人の多大な努力のもとで

これまで発展してきたというふうに私は捉えております。 

今この発展をもとにさらに人々が安心して暮らせるＳＤＧｓの考え方

をもとにした政策を進めていく必要があるのではないかというに考えて

おります。 

町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

 

ただいまＳＤＧｓの関係とまちづくりの関係についてお話をいただき

ましたけれども、今私共が進めているまちづくりそのものが持続可能な

開発社会をどう作っていくかということにつながっているのではないか

と思います。 

17のゴールがありましたけれども、そのうち我が町が取り組んでいる

というか、共通するようなものは約13ぐらいある。ですから、75％ぐら

いのものは取り組みしている。 

ですから、まちづくりそのものがＳＤＧｓだというふうに理解をして

いるところでございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 11 番、鶴間松彦君。 

 

  

11 番（鶴

間松彦君） 

突然ですけれども、ちょっと教育長に質問をさせていただきたいと思

います。 

昨年の秋だったと思います。東川小学校のたしか５年生だったかと思

います。授業でＳＤＧｓを学んだと。それをもとにして自分たちの考え

方をそれぞれ全生徒さんが文章に書いて色々考えておられたと。それを

議会に実は提供されたんですね。全議員さんがお持ちになっていると思

いますけれども、非常に大変良いことだと私は受け止めておりました。 

当時、総務文教常任委員長であった安原委員長の誘いを受けて東川小

学校の校長先生にお会いしに行きました。委員長も大変問題意識を持っ

ておられて、生徒さんがこんなすごいことを考えておられると。議会と

１回懇談したらどうかというのが安原当時の委員長のお考えだったと思

います。校長先生も大変好意的に受け止めていただいて、実現はしなか

ったんですけれども、そういうようなことで、生徒さんの中には大きな

関心事を持っていて、その中の多くには、東川町の自然を守ってほしい、

環境を守ってほしいというようなことが切々と書かれておりました。 

文科省の学習指導要綱の中にもそういったことが記載されてるという

ふうに伺っておりますけれども、今の学校教育の中でＳＤＧｓについて

の位置付けと、それから、教育長のお考えを少しお聞かせいただければ
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と思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

教育長、杉山昌次君。 

 

 

教育長（杉

山昌次君） 

 

教育のＳＤＧｓに関してご質問ということでお答えさせていただきま

す。 

まず、平成29年３月に新しい学習指導要領が公示されました。この中

でＳＤＧｓのことが明確に記載されました。持続可能な社会のつくり手

の育成という大項目でございます。 

また、平成30年６月に閣議決定されました第３期教育振興基本計画の

中でも同様に持続可能な社会づくりの担い手を育むというふうに記載さ

れておりまして、新しい学習指導要領のもとに編さんされました教科書、

小学校は一昨年、中学は去年の採択ですね。その中にも各教科の単元の

中にＳＤＧｓに関することが書かれておりまして、例えば貧困のことで

すとか、全ての人の健康と福祉、それから安全な水、エネルギー、公害

絡めた産業関係、それから人や国の不平等、気候変動、海洋の汚染等、

そんなことが各教科に組み込まれておりまして、子どもたちはその単元

毎に学びを深めている状況であります。 

また、東川町では、文科省の研究開発学校の指定を受けまして、平成

29年度から今年度までGlobeという教科を幼児センターから高校まで一

貫した系統立てた教科を作りまして学びを深めているところでございま

す。 

その単元の中には、主に５、６年生から高校生までの中で単元に組み

込んでおります。例えば、パラリンピック、今パラリンピック終わりま

したけれども、パラリンピック選手の魅力を伝えようですとか、それか

ら、東川に暮らす生き物と自分ができるエコプラン。それから、日本の

お茶、コーヒー、世界のお茶、コーヒー。また、中学校においては、リ

サイクル活動、世界の教育事情、世界の水問題、フェアトレード、ユニ

バーサルデザイン、世界の紛争と戦争。そんなようなことがカリキュラ

ムに入れられておりまして、子どもたちがしっかり学んでいるというこ

とでございます。以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 11 番、鶴間松彦君。 

 

  

11 番（鶴

間松彦君） 

ありがとうございます。 

町長のお話の中で、まさにまちづくりそのものがＳＤＧｓだと。全く

私も同じ考えを実は持っております。 

どんなものなのだろうかということで、これは外務省が事務局になっ

ているんですね。日本の場合は。推進本部が出したアクションプランが

あるんですけども、それを読ませていただいても、まさに町長が言うよ

うに、まちづくりそのものがＳＤＧｓの実践だというようなことだろう

と思っております。 

13個ぐらいあるというのを初めて聞いたんですけども、実は先日ある

課に木材の活用についてのご支援についてご相談に行きましたけれど

も、それも一つのＳＤＧｓだというふうに担当者の方は仰っておられま

したけれども、その13、もし今わかればご紹介いただければなというふ
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うに思っております。 

実はこの質問をさせていただいたのには非常に躊躇がありました。先

程町長が言われましたように、このＳＤＧｓというのは17の目標、169

のターゲット、200以上になる様々な指標で構成されていて、これを全て

一回にやるというのはなかなか難しいと。それぞれの自治体が基本的な

目標を設定して、そして、やれるところからやっていけばいいんだとい

うような書き方をされている訳です。 

教育長も先程言っておられました。中学、高校の中で大変幅広い形で

今進められているというようなことだったので、僕も非常に関心しまし

たけれども、例えばジェンダーの問題から、世界中の貧困の問題から、

戦争平和の問題から、まさに人間そのものが生きていくために持続可能

な社会を皆でこれから作っていこう、今から変革していこうという、そ

ういうテーマなんですね。 

そういう点で、是非、町長、13のやられているものをご紹介いただき

たいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

私、先程お話がございましたけれども、17のゴールがありますけど、

その中で直接的に関わってないものが４つほどあるのではないかと考え

ておりまして、一つはジェンダー平等を実現しようというようなことが

ございますけれども、これは改めて行政の方がジェンダー問題について

何か取り組んでいるということは今のところはないかと思っています。 

それから、気候変動に具体的な対策をというところがございますが、

これも具体的に何かやっているかということ。これ他のものとも色々絡

んできますから一概には言えませんけど、ここもちょっと足りないとこ

ろなのかなと。 

それから、海の豊かさを守ろうというのがございますけれども、これ

も海がない訳で、森林を守るいうことが海を育てるということにもつな

がるというお話も伺っておりますけれども、この辺がどうかということ

と。 

それから、強いて言うとそれくらいでしょうかね。３つくらいですか

ら80％近くになるかもしれませんが、これは具体的に町として言葉で表

現しているようなものはないのではないかと思いますが、以外について

は何らかの形で関わっているということをお話し申し上げたところであ

ります。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 11 番、鶴間松彦君。 

 

  

11 番（鶴

間松彦君） 

こういう大きな課題について、私は行政が先導的にやっていくという

ことが非常に大事なことだろうというふうに思っております。 

色々資料を見させていただきますと、実は富山県の富山市などでは、

民間の方々が、ＮＰＯも含めてですね。企業や団体や様々な方々が独自

に自分たちでできるＳＤＧｓは何かということを議論しながら実践して

いるというような例がございました。 

色々17の指標、或いは今政府が進めている実施指針の中にも私たち民
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間がやれることも沢山ある。或いは実際にそれぞれの企業や団体が色ん

な思想を掲げて、目標を掲げてやっている訳ですけども、そういうもの

がまさにＳＤＧｓに関わっていっているものがかなりあるなという感じ

を受けています。 

例えば農協さんが皆さんに美味しい安全なお米を提供しようといって

いることやら、或いは商工会の皆さんが日常生活の中で必要な食料や衣

類やそういったものを安全なものを皆さんに提供したいというふうに頑

張っておられるそのものも、強いて言えばこういうＳＤＧｓの中の17の

項目の中に組み込んでいくことができるんだろうと。 

或いは子ども食堂、大人食堂、こういったものも含めますとかなりの

部分で民間の方々がやっておられるようなものがまさに今あるのでない

かなという感じをしております。 

ただ、それがＳＤＧｓにつながっているんだということを理解してい

ない方が多いんだろうと思うんですね。 

私は是非町長にお願いしたいなと思うのは、先程言いましたように、

行政がそれを宣伝することは非常に大事なことだろうと思いますけれど

も、それぞれの団体や法人等がやっていること、これをＳＤＧｓに結び

つけられるものがあれば、是非そういう啓発活動といいますか、学習活

動、教育活動、そういったことで広げていくということを行政でできな

いかということを一つ提案したいと思うんですね。 

そして、それを結ぶために各担当課の方でそれぞれのＳＤＧｓに関わ

る様々な業務、行政サービス、これを明らかにしていくということがで

きないかと思うんですね。いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

それぞれの課がそういう指標を設けてやるかどうかということは慎重

に検討させていただきたいと思いますが、ＳＤＧｓそのものを普及する

ということについては全く異論はありません。 

しかし、我々が日常生活をしている、或いは生産している、そういう

ところを含めて全てＳＤＧｓ、持続可能なためにやっている訳でして、

滅亡するために活動していることではございませんので、広い意味で活

動していることはもうＳＤＧｓだと思います。 

そういう中で、限られた資源をどう有効活用するのか、或いは代替し

ていくのか、こういうようなところというのは様々なものに影響を及ぼ

す訳ですから、そこは皆で考えて、できることは実践をするということ

は大変重要ではないかと思うんです。 

先程木の話が出ていました。ＳＤＧｓという話が出てきましたけども、

木というのは非常に大きな役割を果たしている訳で、例えば大気中二酸

化炭素の安定化に資するとか、或いはこうした紙になるとか、色々出て

きている訳で、今回、私共、議会の皆さんとも紙を通じて色んなやりと

りをしている訳で、これだけｉＰａｄといいましょうか、インターネッ

トといいましょうか、そういう技術が普及してきますと、本当に紙を使

ってやるのがいいのか。試行的にペーパーレスでやってみるということ

も必要なことじゃないかと思う。 

ですから、自ら、議会も町長部局もやってくというようなことで取り

組んでいきながら、普及拡大を図っていくということが重要じゃないか
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と思っていますので、広げていくということについては多いにあります

し、省エネ、省資源、そういうものに取り組んでいくということも当然

緊急的な課題だと思いますので、どう取り組むかについては総合的に検

討したいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 11 番、鶴間松彦君。 

 

  

11 番（鶴

間松彦君） 

認識としては共通させていただいたというふうに思っております。 

それで、先程町長が、13行ってきていると思うけれども、あとの３つ、

４つがあるというふうに仰いましたので、是非、ジェンダーの問題、気

候変動の問題、或いは海に関わる森林の問題含めて位置付けを是非して

いただいて、町民の皆さんにもお知らせをするという点でひとつお願い

をしたいなというふうに思っていますけど、その辺についてはいかがで

しょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

これは社会教育、教育委員会の分野、或いは保健福祉の分野、その他

色々各課にまたがりますので、若手の方々で検討してどういうお知らせ

をするのがいいのか考えさせていただきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 11 番、鶴間松彦君。 

 

  

11 番（鶴

間松彦君） 

是非町民にも知らせていただいて、そしてそれぞれのところでできる

ＳＤＧｓに関わる活動を推進していただくようにまずは要請をしまし

て、この件については終わりたいと思います。 

次に、二つ目です。 

新しい段階での新型コロナの対応についてであります。 

インド由来の変異株が猛威を振るっておりまして、人流が増えたオリ

ンピックを境にして１日２万人を超えるという感染者が記録的に出され

ておりました。 

今は少し減っているということでございますけども、緊急事態宣言が

出されてまだまだ予断を許さない状況ということになっております。 

それも東川町だけじゃなくて、周辺町村、北海道のどこにいてももし

かしたら感染するのではないかという、そういうような危険な状態が起

きているというふうに私は認識しております。 

頼みの綱であったワクチンも限定的なものでありまして、ヨーロッパ

では３回目が必要だというようなお話も出ているようでございます。 

それで、この間、東川町では独自の財政もかなり使いながら経済対策

に打ってきております。多くの町民の皆さんに歓迎されてるところもあ

ろうかと思います。 

それで、一つお伺いしたいと思いますけれども、そういった新しい段

階に入った新型コロナの対策について、経済対策以外で町長がお考えに

なっていることがあればお伺いをしたいと思います。 

 



 

28            東川町議会第３回定例会 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

我々、専門家ではございませんので、一つは、やはり去年から発生い

たしておりますので、この１年数カ月の間の中でまず体験し学んだこと、

同じようなことはやっぱり繰り返さないようにどう対応してかというこ

とが必要ではないかと思っていますが、そういう視点では、先程の答弁

の中にも経済対策の中にありましたが、一つは滅菌器をつけたり、空気

清浄機をつけたり、或いはｉＰａｄをつけたりしながら感染拡大の防止

に努めていくということは当然必要でしょうし、今年に入りましても

様々な繰り返しをやっておりますけれども、繰り返しをしないためにど

うしたらいいのかというようなことも当然あるのではないかと思ってい

ます。 

ですから、今考えられますことは、従来から進めてきております基本

的なマナーをしっかり守るということで、手洗いをする、うがいをする、

マスクを着用する。マスクについても着用できない方がいらっしゃるの

ではないかと思いますが、それも布の質によるのかどうなのか。様々な

手作りなんかもできる訳ですから、皆さんが一生懸命になって取り組ん

でいる時でありますので、自分ができることをしっかり自己責任でやる

ということをまず住民の皆さん方にも理解をしてほしいと思いますし、

これは誰でもかかるということを、私だけはかからないという人はいな

い訳ですから、誰でもかかる可能性を持っている。例えばかかった人が

隣にいるということがわかっていて、そしてその中で暮らしていて家庭

内感染をするということもある訳ですから、やはりいかに万全な対策を

講じてもかかる可能性はあるということをやっぱりしっかり認識をして

もらって、自分自身がかからないようにするためにどうするかというこ

とをひとつ考えてもらうということがまず必要だと思います。 

さらに、現段階ではワクチン接種、薬は色々開発されているようです

けれども、現段階で我々が予防として利用できるのはワクチン接種であ

りますので、12歳以上の方、色々打たないという方もいらっしゃるでし

ょうけども、極力接種をしていただいて、自ら感染をしない、こういう

体制を作っていく必要があるのでないかと思いますので、これは保護者

の皆さん方にもご理解をいただいて、ワクチン接種が定着するといいま

しょうか、普及するように我々としては進めていきたいと思います。 

基本的には、やはり感染した場合は、こういう中ですので、全体でも

って支えていくというようなこと。そして、感染した人に対しては温か

い手を差し伸べていくというような思いというのが必要ではないかと思

いますので、そういう意識の高揚を図っていきたいと思っています。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 11 番、鶴間松彦君。 

 

  

11 番（鶴

間松彦君） 

今町長から答弁いただいたことに対する質問はちょっと次においてお

きまして、経済対策のことについてお考えをお伺いしたいと思います。 

先程鈴木議員も質問されておりますように、国の中でも、勿論町も独

自に様々な経済対策をやってきている訳ですけれども、その狭間の中で

漏れている人が必ず出てくる訳ですよね。 

一例を申し上げまして、救済できるか、救済という言葉がいいのかど
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うなのか、対応できるかどうかお伺いしたいなと思うんです。 

国の持続化給付金、法人で200万、個人で100万というのがございまし

た。それから、経済産業省が行っている一時給付金、一時支援金でしょ

うか、というのも今年あったようでございます。 

実は、具体的に言いますと、観光業を支えているバスガイドさん。現

役を引退されてもなおかつガイドをされている方、結構多いんだそうで

す。道内でも。それで、実はそういう方々というのは、１社のバスと契

約をしている訳ではなくて、複数、数社のバス会社と契約をして、仕事

が出てきたときに連絡をいただいて、そして必要な場所に行って乗車を

するというようなスタイルなんだそうです。 

多くの場合は、一方の方が働いて家計を支え、或いはご自分がそれを

支えているというような形で生計を立てているという方が多いんだそう

です。 

お伺いしましたら、持続化給付金も経産省の一時金も世帯主でないの

で駄目という見解が出ました。その壁は何度交渉しても破ることができ

ませんでした。 

国の場合はそういうようなことでございましたので、町がやっている

様々な給付の中で実際にそういう方々がいた場合に町の独自の給付で対

応できるものはないのか。或いは例外的にそういったものをカバーする、

いわゆるフリーランスの方々もそうだろうと思うんですけれども、そう

いうことは考えられないのかお伺いをしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

国の制度の細かい内容については掌握いたしておりませんので何とも

申し上げづらいんですけれども、世帯主でなければ事業者でないという

ことにはならないのではないかと私は思っていますけれども、206人の

方々に、私共、持続化給付金をいただいた方に上積みのチャレンジ交付

金を出しました。名前色々個人の方いらっしゃいますけども、えっ、え

っと思われるような方も沢山いらっしゃる訳です。 

ですから、家庭の事情を詳しく調べておりませんからわかりませんが、

税務申告を事業主が申告していれば事業主という扱いに私はなるんじゃ

ないかと思うんですね。配偶者とか、世帯主とか、それで事業者判断を

するのではないような、これは私の判断ですが。 

ただ、ある議員さんからご質問がございましたように、扶養の範囲で

売り上げをするというのは、これはまたちょっと違うんだと思いますけ

れども。なんぼでも売り上げを伸ばして働いて所得を増やす可能性とい

うのは持っておられるんでしょうけども、夫の扶養に入らなきゃいけな

いので所得38万円以内に収めるわと。その38万円以内に収めた所得が減

ったので今回のような給付金でお出しをいただきたいというのは筋がち

ょっと違うような気がする訳です。本当に一生懸命働いても38万に満た

ないという人たちもいる訳ですから、そういう人たちはそういう人たち

でしっかり支えていく必要があるのではないかと思います。家庭内で支

え合っている訳ですから、それはそれで１番よろしいんだと思います。 

そういうバスガイドさんの例がございましたけれども、ある特定の期

間の中で１カ月だけ50％下がればいいという方でないかと思うんですよ

ね。当然、確定申告もしておられますし、事業主で申告しておられると
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思うので、世帯主か世帯主でないか、軽々には申し上げられませんけど

も、私は確定申告して事業主扱いになっていれば、しかも税金を納めて

いれば事業主になるような気がしますけども、気で申し訳ありません、

調べておりませんので。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 11 番、鶴間松彦君。 

 

  

11 番（鶴

間松彦君） 

 

この方の場合は、バスガイドさんの場合はかなり特例っていうか、特

殊な例だろうと思うんですね。実はたまたまその方のご主人が仕事を辞

めて年金生活に入ったと。保険も継続でかかったと。ご自分は確定申告

ではなくて、会社から源泉徴収票をいただいて、給与所得、それはいく

つもの会社にあったということでなかなか国の制度は使えなかったとい

うような例でございまして、そういう特殊な例もあるので、もし可能で

あれば、そういう方もちょっと検討していただきたいということをまず

今日は申し上げておきたいと思います。 

次に、先程町長からお話いただきましたように、これからのコロナ対

策について、やはり基本的にかからないようにするということは非常に

大事だろうと思うんですね。 

同じことを繰り返さないようにするということで、基本的なマナーを

それぞれしっかりやっていくことがまず大事だろうというお話がござい

ました。私もそれはその通りだと思います。 

三密を避けるとかマスクとか手洗いとかうがいとか、こういったこと

をそれぞれの方々がお互いにしっかりやるということが大事だろうと思

います。 

それと同時に、今猛威をふるっている変異株も科学的にかなり解明さ

れてきているようでございますから、私は是非専門家の方、東川町で言

えばお医者さんや医療従事者の方、保健師の方々が東川町民に対して、

今こういうコロナに対する日常的な生活、今まで三密とかマスクとかっ

て言ったそれ以外に日常的にこういうことに注意しましょうという啓発

を是非していただきたいなというふうに思っているんですけれども、い

かがお考えでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

私も専門家ではございませんので、テレビで言われているような範囲

内、或いは新聞で報道されている範囲内しかわかりませんけれども、基

本的なマナーのようなものを日常しっかり履行するということ。そして、

色々な方々との面談は差し控えるというようなこと。或いはワクチン接

種を希望される方はしっかり接種をするというようなことぐらいしか思

い付かないんですけども、専門家の方でその他に良い方策があるとすれ

ば、そういうところは徹底していくということは当然必要なことではな

いかと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

11 番、鶴間松彦君。 
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11 番（鶴

間松彦君） 

 

一方では、いわゆる生活習慣病ですか。こういった方々は大変危険だ

ということを言われて、ワクチンも優先的に接種されているようなこと

もございます。様々な病気を私たち持っている訳ですよね。ですから、

そういう方も含めて、日常の生活の中で、保健思想といいますか、生活

上注意するべきことというのをしっかりと町民に周知していくことが必

要なのでないかと。今まで以上にそういうことを繰り返し日常生活の中

で訴えていくことが行政としては必要でないかなというふうに感じてい

るんですけれども、その辺について是非関係者と協議していただいて進

めていただけるようにお願いしたいなと思いますが、お考えがあればお

伺いしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

先程の感染症の法律でもございませんが、我々としては感染防止のた

めに国と、或いは北海道と十分連携をしながら対策講じていくというこ

とになっておりますので、町内の専門家、或いはまた保健所等の方にも

相談をしながら対応を常時進めていきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

11 番、鶴間松彦君。 

 

  

11 番（鶴

間松彦君） 

 

ありがとうございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 以上で鶴間議員の一般質問を終わります。 

引き続き５番、能登暢吉君。 

45 分間の質問時間ですが、12 時を過ぎた場合、中断をしていただいて、

午後に引き続き質問をしていただきたいと思います。 

 

５番（能登

暢吉君） 

 

それでは、質問したいと思います。 

時間内になるべく終わらせるように努力いたします。 

私からは、空き家対策についてお伺いいたしたいと思います。 

町では昨年より空き家バンクを設けて、空き家の情報を発信しており、

物件情報も無料で登録をすることができ、求めている方に紹介するなど

空き家対策に力を入れてます。補助金制度として空き家のリフォームや

リノベーションなどの賃貸・売買の費用として20万円を空家流動化対策

事業交付金として費用の一部を補助していますが、空き家バンクの利用

状況についてお伺いします。 

もう一点は、空き家の解体工事費用についてお伺いします。現在、老

朽化した空家等対策計画でＤ評価の空き家となっている住宅等を解体す

る費用を補助しています。Ｄ評価とは、老朽化または自然災害によって、

建物等が倒壊したり、建築材料が飛散し、当該建築物の敷地外において

他に被害を与え、またはこれらの恐れがある状態のこととなっています。 

町では最大25万円を老朽化空家等解体支援補助金として、費用の補助

をしています。 

建築物等の解体等工事における石綿、いわゆるアスベストのことです

が、の排出等の抑制を図るため、「大気汚染防止法の一部を改正する法
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律」が令和２年６月５日に公布され、令和３年４月１日から順次施行さ

れることとなりました。石綿は平成18年９月から輸入、製造、使用など

が禁止されていますが、それより以前に着工した建物等に使用されてい

る可能性が高く、工事で飛散した粉じんを吸い込むことで、肺がんや中

皮腫を発症する恐れがあります。このようなことから、石綿除去工事を

行なう場合は、通常より費用、工期がかかることから、今後においては

個人の負担がさらに大きくなると予想されます。 

このことから空き家の増加に繋がる恐れもあるのではないかと思いま

す。対象となる建物などの費用について、補助金の最大限度額を見直す

必要があると思いますが、町長の考えを伺います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

（登壇） 

能登議員からご質問いただきました空き家対策について、お答えを申

し上げます。 

１点目の空き家バンクについてですが、空き家を放置しておくことで、

資産価値の低下や景観の悪化、犯罪や災害リスクの向上が懸念されるた

め、昨年度より空き家バンクを開設いたしました。 

令和３年８月末現在、アパート71棟、戸建て住宅７棟、土地１件が登

録になっております。 

町内で空き家を探す移住希望者が多い中、住まいを探すため有効なツ

ールとして活用頂いており、利用者にも好評です。 

空き家流動化対策事業交付金は、不足している空き家の流動化を促進

するため、令和２年度に創設したもので、空き家の賃貸や売買が行われ

たときに、空き家の所有者に対して20万円交付されるもので、昨年度は

11件の申請がありました。交付金は、空き家バンクの登録が無いと交付

金が交付されない仕組みになっており、空き家バンクと交付金を連動さ

せることで、町が空き家の発生頻度を把握すると共に、空き家バンクの

利用促進に繋げております。 

老朽家屋等解体支援補助金は、倒壊又は建築材等の飛散のおそれがあ

る危険な空き家を解消するため、東川町空家等対策計画に掲載されたＤ

又はＣ評価の空き家等を解体するものに対し、解体工事に要する経費の

一部について、補助金を交付しております。令和２年度は11件の申請が

あり、解体に要する経費の２分の１以内で25万円を上限に補助され、町

内の景観保持や災害リスクの低減に繋がっております。 

２点目のご質問にあります、アスベストが使用されている建物の解体

補助金の最大限度額を引き上げてはどうかというご意見についてお答え

させていただきます。 

アスベストとは、天然に産出された繊維状ケイ酸塩鉱物の総称で、耐

久性、耐熱性、電気絶縁性に優れ、かつ値段が安かったこともあって重

宝されていました。 

アスベストの石綿繊維を長い間吸い込んでいると、せき、呼吸困難な

どの症状が現れたり、中皮腫、肺がんなどの疾患を発症し、人体に甚大

な健康被害を及ぼすことが明らかになり、2006年に労働安全衛生法施行

令が改正され、0.1％以上のアスベストを含む資材の製造及び使用、輸入

等が禁止されました。  
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昨年度解体を行った11件の内、アスベストを含んだ建物はありません

でしたが、解体業者に聞き取りをしたところ、通常の住宅を解体する場

合は、坪３万円から４万円が相場だそうですが、アスベストを含む場合

は４万円から５万円と通常の1.5倍程度の経費が掛かるようです。 

いずれにしましても、持続可能な自治体運営のため、定住人口を概ね

8,000人を維持していくためには、今後も多く発生することが見込まれる

空き家や空地が引き継がれ、居住されることが重要な課題となっていま

す。空き家の除去や新たな人の入居のための改修支援など総合的に見直

しを検討するように担当課へ指示をしています。次年度予算編成に向け、

具体化に努めたいと思いますので、ご理解をお願いします。 

以上であります。 

 

議長（高橋

昭典君） 

５番、能登暢吉君。 

 

 

５番（能登

暢吉君） 

 

まず、空き家バンクについてですけども、昨年度10件の申請のうち、

実際に利用された方っていうのは何件あったのかということを聞きたい

と思います。 

それと、数年前から色んなところで発表されたレポートによりますと、

大体2033年には国内の空き家数が2,000万戸と予測されておりまして、一

般住宅の４軒に１戸が空き家となるというような推定が出されておりま

す。 

現在、町の住宅数は、公営住宅を含むと約3,200戸で、単純に４分の１

だと、十数年後には800戸ほどの空き家が出るということになりますが、

現在は、住宅も人口も増加に転じていることから、これに当てはまるか

どうかっていうのはわかりませんけれども、早目の対策が必要だと感じ

ております。 

将来的には必ず人口減とセットで空き家も増加に転じていくことは間

違いないのかなと思っております。 

法律改正でも今後はさらに、令和４年、それから令和５年と段階的に

アスベストの含有建材の取り扱いが厳しくなることから、老朽化等解体

支援補助金の最大限度額をアスベストが含まれていることで負担が増え

る住宅に対して補助金を増加するのが望ましいのではないかと考えてお

ります。 

今から対策を進めていくことで空き家のない町に、そして町の美しい

風景を保つことにもつながっていくと考えておりますので、いかがでし

ょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

今お話がございましたように、我々、まちづくりというのは、町の価

値をどう高めていくのか。そして、空き家や空き地をなくしてそこへ新

たな人が入ってくる。そういう循環社会というものをどう作っていくか

ということは非常に重要な訳です。 

今お話がございましたように、将来、人口が減るんじゃないかと、こ

ういうお話でございますが、増えるとも減るとも申し上げられないんで

すけども、私が町長になった時の事例をお話し申し上げますと、私町長
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になりました時に、平成15年でしたけれども、その時に人口8,000人とい

う目標を掲げました。そうすると、誰も人口なんか増えないと。国が人

口減ると言っているんだと。何を考えてまちづくりをやろうとしている

んだというようなご意見を随分といただきました。 

しかし、どうでしょうか。この20年間ぐらいの中に人口減らなかった。

増えたんです。これはやっぱりその時々をつかさどる住民と議会、また、

町長、或いはその執行ですか。そういったところがどういう考え方を持

ってまちづくりを進めていくかということではないかと思うんです。 

ですから、一般的には日本の人口は減るというふうになってますから、

減る見込みになるんでしょう。しかし、ここで魅力的な施策を展開して、

そして、多くの方々に様々なサービスを提供する、そういうことが実現

できれば、極端な増えはしなくても減らないというようなことはできる

んじゃないかと思うんです。 

ですから、そのために今からできることをしっかりと整備をしていく

ということが必要だと思います。 

その中で、空き家対策、或いは空き地の対策というのは非常に町の価

値を高めていく上で、また持続していく上で非常に大切な訳でございま

すので、これは能登議員が仰るようにしっかりとした対応策を考えて、

人口が減らない対策の一つとしても展開をしていきたいと思っておりま

すので、ご理解をいただきたいと思います。 

利用された件数の質問がありました。これは吉原課長の方から答弁さ

せていただきます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

税務定住課長、吉原敬晴君。 

 

 

税務定住

課長（吉原

敬晴君） 

 

先程流動化交付金11件成立のうち何件契約に至ったかというご質問だ

と思うんですが、流動化対策交付金につきましては、いわゆる所有者が

もし貸す、貸し手が借り手に渡ったとき、それから売り手が買う人に渡

ったときに交付されるものになっておりますので、11件の申請中全て11

件とも契約に至っているということでございます。 

以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

５番、能登暢吉君。 

 

 

５番（能登

暢吉君） 

 

ありがとうございます。 

東川も今人口がずっと、町長も言われたように、増えていっているこ

とですし、今後もそういったことが期待できれば、こういった今のよう

なことも少しずつ緩和されていくのかなというふうに思います。 

最後ですけども、長期に至っている空き家もあると思うんですけども、

解体の恐れや治安の悪化など、また、野生動物が住みついて農作物の被

害につながったりすると思います。 

町としての対応というのはどのように進めているのかということをお

聞かせいただいて終わりたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 
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町長（松岡

市郎君） 

 

長期の空き家もございますし、また、温泉地には大きな課題を持った

空き家もある訳でございまして、これら含めてどういう対応をしていく

かということは大きな課題でございましたので、それらも含めて検討し

ていきたいと思います。 

国立公園外にある平地の空き家については、所有者に対して何度もコ

ンタクトを取りながら、撤去なり利活用の推進の督励をはかっていると

いう報告を受けておりますので、引き続きそういう対応を進めていきた

いと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

５番、能登暢吉君。 

 

 

５番（能登

暢吉君） 

 

それでは、次年度にご期待しまして、これで終わりたいと思います。

どうもありがとうございました 

議長（高橋

昭典君） 

 以上で能登議員の一般質問を終わります。 

昼食休憩に入ります。再開は、13 時。（休憩宣言、11 時 56 分） 

 

休憩前に引き続き、会議を再開します。（再開宣言、13 時 00 分） 

引き続き２番、山家祥幸君。 

山家議員の一般質問は「一問一答方式」を選択しています。 

制限時間は、場内時計 13 時 45 分です。 

 

２番（山家

祥幸君） 

それでは、私の方からは２つの質問をさせていただければと思います。 

まず一つ目が、端境期における旭岳温泉の経済支援について。それか

ら二つ目は、今期のキャンモアスキーヴィレッジの営業方針についてと

いうことで、２つを質問させていただきます。 

まず最初の端境期における旭岳温泉の経済支援について。 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、旭岳温泉の宿泊施設も宿泊客

の減少により苦しい経営状況と推察いたします。 

町は、コロナ対策として、宿泊施設に対して令和３年度経済対策事業

で７月12日から９月31日まで宿泊料金が１泊3,000円の割引とＨＵＣカ

ード1,000ポイント付与を３泊までの宿泊優待キャンペーンを行ってお

ります。旭岳温泉の宿泊施設は大変喜んでいると聞いております。 

観光シーズン終了後、端境期の旭岳温泉は宿泊客が少なく、クロスカ

ントリースキー合宿にて宿泊者を確保しているのが現状であります。 

端境期における宿泊優待キャンペーンも、トップシーズン同様の対策

事業として３日間の宿泊優待を計画されていますが、スキー合宿は長期

にわたり宿泊します。トップシーズンのような３日間の宿泊優待ではな

く、合宿期間を宿泊優待すべきと思います。 

端境期の宿泊対策予算として、１泊2,000円とＨＵＣカード1,000ポイ

ントの付与ですが、対策事業費として4,000泊分の予算を計上していると

のことで、全泊数をカバーできるのではと思います。 

近年、宿泊料金の安い白金温泉の国立大雪青年交流の家に合宿をする

学校やチームが多く、旭岳温泉に合宿に来てもらうためにも全泊の優待

をするべきと思いますが、町長に伺います。 

二つ目が、今期のキャンモアスキーヴィレッジの営業方針についてお
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伺いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

山家議員さん、一問一答ですので、まず最初の端境期の関係について

一つずつ質問していってはいかがでしょうか。通告方式に変えるという

のであればそれでも構いません。 

 

２番（山家

祥幸君） 

 

一問一答でお願いしますので、最初の端境期についてのお答えをお願

いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

 

ただいま旭岳温泉地区の経済対策についてのご提言、ご質問をいただ

きましたけれども、冬期間の観光の中で、旭岳温泉地区でクロスカント

リーのスキー合宿が占める割合というのは非常に大きいという認識は持

っております。 

それから、美瑛町の方へどんどんと選手が流れていくという大きな要

因の一つに、国立大雪青年の家があって、そちらの方が宿泊が安いと。

合宿するのも安いというような要因になっているのかもしれませんが、

じゃあ美瑛の方の隣の町のホテル、旅館はどんな運営をされているのか

なと思ったりするんです。いわば合宿者が来ることによって、ホテル、

旅館を利用する宿泊者が増えているのかどうなのか。それも掴んでおり

ません。 

また、国立大雪青年の家の施設の運営状況なんかを見ていますと、11

月から３月までにおける利用者、若者、一般あるんですけども、若者に

ついては大体４分の１ぐらいから３分の１ぐらいの利用であまり大きな

変化が、令和２年、元年、2016年、17年からの数字を見てみますとそん

なに大きな変化がないということでありますし、また、20年においては

利用者の数は圧倒的に減ってきているという状況になっているのはコロ

ナが影響しているのではないかと思います。 

今端境期というお話をいただきましたけれども、旭岳温泉地区、天人

峡は別ですけども、旭岳温泉地区において端境期というのは一体いつな

んだろうかというふうに我々としては考えるべきじゃないかと思いま

す。 

あの持っている自然的な優位性なんかを考えてみますと、雪が溶けて

登山を待つ５月から６月の中旬ぐらい、或いは紅葉が終わった後の雪を

待つ10月ぐらいでしょうか。この辺の時期を端境期と言うのかなと。今

まで端境期と我々も捉えておりましたけど、11月からの冬期間ですね。

これは端境期と言わないで、何て言うんでしょうか、端境期の反対です

から、最盛期というんでしょうか、安定期と言うのかちょっとわかりま

せんが、そういうふうに考え方を変えていく必要があるんじゃないかと

思うんです。 

雪を活かした観光をどう進めていくか。そういうときに、今、ニセコ、

富良野、旭岳という話が出てきますし、世界的に見て、雪のあるところ

で安心してスキーができるのは日本ぐらいしかないというような話なん

かも見てみますと、スキーというのは、アジアにもってメッカというの

はどこかというと、やっぱりこの辺、北海道となってくるんだろうと思

います。 
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ですから、クロカンのスキー選手だけではなくて、スキー全般を捉え

て誘客をしていくという、そういう体制を取っていく必要があるんじゃ

ないかと思っています。 

ある旭川の女性議員ですけれども、とにかく旭川の周辺ほどスキーの

環境に恵まれているところは世界どこ見てもないですよと。初心者から

上達者まで。しかも１時間の範囲内で好きなところへ行けると。天候が

悪ければキトウシに来るということもできるでしょうし、どこか旭川で

滑るということもできる、或いは比布に行くということもできる。こん

なところはどこにもないので、そこをもう少しＰＲすることによって冬

の観光をしっかり図れるんではないかというお話をいただきました。 

私共も観光担当の課の方とは、この端境期に雪を活かした観光という

ものをいかに進めていくかということで検討しようではないかという話

をしております。 

先日、東京の方からホテルのオーナー、日本全国で10数カ所のホテル

をやっているという方が来られましたけれども、やっぱりスキーのでき

るところを探しておられる。 

ですから、これからアジアの発展著しい国においては、スキーをする

ということが社会的地位の証にもなるんではないかという気がいたして

おりまして、そういったところもターゲットにしながら進めていく必要

があるというふうに思います。 

クロカンの全泊については、何泊にするか全泊にするか、或いはする

かしないか、予算の関係もありますので、観光地の皆さんとも協議をし

ながらどういう形で進めたらいいのか検討して参りたいと思います。 

予算があることは間違いないのでこの時期にどういう対応をするかと

いうことはクロカン含めて検討させていただきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

 ２番、山家祥幸君。 

 

２番（山家

祥幸君） 

 

今町長の方からも、この上川地区といいますか、旭岳を中心にしたス

キーリゾートは世界中から注目されている中で素晴らしいエリアである

ということのご発言がありました通りでございます。 

ニセコが世界中からリゾートとしては最高だということで、多くの海

外企業などが出資し、ニセコは今、世界のブランド化となっております。 

その中でも、ニセコに飽きた人たちが、富良野、それから、旭岳の素

晴らしい雪質を求めてスキーヤーやボーダーの世界中からの人たちが移

行してきていることも間違いないと思います。 

そんなスキーのメッカでありますこの旭岳地区でありますけども、や

はり札幌オリンピックの時に合宿地として選手たちが来た中で、やはり

クロスカントリースキーの発展と普及のためにあの地域は欠かせないエ

リアであると思います。 

特に、11月、12月に関しましては、あの地域におきましての合宿とい

うのはとても重要なホテルの収入源じゃないかと思います。 

町独自のそういう中での事業対策として2,000円の割引と1,000円のＨ

ＵＣカードの付与ということで4,000泊分あるということですから、まず

はそういう学生たちが喜んで合宿に来てくれるような支援をするのと、

また、一般のスキーヤーの方たちにもそれが適用される訳ですから、そ

ういう中で旭岳地区がますます繁栄していくように町の方としても支援



 

38            東川町議会第３回定例会 

をしていただき、バックアップしていただいてはいかがでしょうか。町

長にお伺いします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

 

これからの対策を考えていく場合に、一時的なものと恒久的なものが

あると思うんですが、今回例えば全泊を支援したというふうになります

と、じゃあ、来年、再来年どうするかという問題もございますので、そ

の辺は慎重に考えていかなきゃいけないと思います。 

それから、もう一つは冬の観光を振興するという意味で、やはり素晴

らしい観光地であるという評価を色々な方々がしてくれている訳ですか

ら、これはもう少し普及されるようなインターネットでの告知であると

か、或いは国内外の雑誌での案内であるとか、そういう未来に向かった

ことにも使わさせていただくということがいいのではないかと思いま

す。 

全泊にするかどうかということについては、予算の絡みもありますし、

また、ホテルの方でもやるところ、やらないところあるんでしょうから、

その辺、ホテルとも十分協議をさせていただきながら、どういう対応が

いいのかについては検討させていただきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

 

 ２番、山家祥幸君。 

 

２番（山家

祥幸君） 

 

大変前向きなお言葉をいただきまして、事業者の方たちも喜んでるこ

とであると私は思います。 

今、富良野エリアと旭川エリアが共通のリフト券を先日の新聞に提携

すると出ておりました。 

この中に旭岳のロープウェイなりキャンモアなどは入ってないんです

けども、上川のＤＭＯの関係からしましても、是非旭岳エリアが一員と

なれるように町の方からも働きかけをいただいて、長期滞在型で一般の

お客さんも旭岳、または東川に滞留できるようなシステム作りが必要じ

ゃないかと思いますので、是非その辺で働きかけをお願いできればと思

います。町長にお伺いします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

 

初めてお聞きをすることでございました。 

ＤＭＯに入っているところ、入ってないところがありますけれども、

その中で可能なのかどうなのか確認をし、可能であればそういった方向

に向けて検討していただくように提案をさせていただきたいと思いま

す。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

 ２番、山家祥幸君。 
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２番（山家

祥幸君） 

 

是非検討いただいて、エリアの中で提携のリフト券とゴンドラ券が適

用になるようなことをお願いしていければなと思っております。 

次に、２番目でありますが、今期のキャンモアスキービレッジの営業

方針についてお尋ねしたいと思います。 

新型コロナウイルスの感染拡大がもたらす長引く影響の中、多くのス

キー場はスキーヤーの来場者が激減いたしました。 

８月24日の道新記事でも、管内の観光客は半減したが、唯一増加した

東川町は、スキー場のオープン期間が長く、スキーヤーの増加により、

前年度から観光客が100人増えたとの記事でした。 

一昨年のキャンモアスキー場は、暖冬によりオープンが年が明けてか

らとなり、また、従業員のコロナ疑惑で２月末でクローズと大変短いオ

ープンになり、索道の総輸送人員は219,346人で、前年比50.1％と大変厳

しい営業と聞きました。 

昨年度は予定通りの営業にて索道総輸送人員は479,094人と前年比

218％の索道輸送実績で良い営業だったと聞いており、道新記事の昨年観

光客が増加した要因と思います。 

多くのスキー場は、冬期の従業員の確保が最大の課題であり、各スキ

ー場とも人材不足でサービスの低下が余儀なくされていると聞いており

ます。 

キャンモアスキー場は冬期従業員確保のため、ワーキングホリデーの

人材活用を一昨年より行い、索道の人員確保をしているとのこと、昨年

は６名を採用したと聞きました。 

人材確保は索道の安全運転には欠かせないことであり、来場者へ安心

安全のサービス提供は最大の営業戦略と思います。 

今年もワーキングホリデーの募集要項を町のホームページで確認する

ことができました。 

公社においてスキー場の収入は大きなウエートを占めると思います。 

昨年同様に人材確保をして最高のサービスを提供し、リピーターを確

保すべきと思いますが、今年はどのような方針といいますか戦略で営業

するか、町長にお伺いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

 

ただいま質問をいただきましたけれども、振興公社に関する運営とい

うことでありまして、町長がこの運営に関わっている訳ではございませ

んので、具体的なことというのはなかなか触れづらい訳でありますが、

私共町にとってこの振興公社っていうのはとてつもなく大切な企業であ

るというふうに捉えておりまして、振興公社と様々な連携を取りながら

財源を確保いたしまして、住民福祉の向上を図るというようなところで

取り組んできている訳であります。 

ですから、振興公社にとりましてスキー場というのは、ご案内の通り、

6,000万以上の売り上げを持っているところでありますから、やはり重要

な自主財源確保の施設であると思いますし、私共もスキー場があるとい

うことによって、次代を担う子どもたちのスキーの教育の場であったり、

或いは一般の住民の皆さんがスキーを楽しむ場、健康増進の場として非

常に大きな役割を果たしている訳でございますので、スキー場の持続と
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いうのは極めてこれまた重要な問題ではないかと思っています。 

そういう中で運営についての話っていうのは私の方からなかなか述べ

づらい訳でして、振興公社が発展できるように、私共の町からも理事が

２名入ってますけども、そういう理事と十分連携を取りながら、皆さん

の前に良い結果報告が上がってくるように私共は期待をしているところ

でございます。 

こんなことしか申し上げられませんが、いずれにいたしましても、振

興公社がお客様に最高のサービスを提供して、昨年よりも多くの皆様方

にサービスが提供でき、売り上げも伸びて、その売り上げが伸びたこと

が住民の福祉に還元されることを大いに期待をしているところでござい

ます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

 

 ２番、山家祥幸君。 

 

２番（山家

祥幸君） 

 

町長に問うことも少し場違いな部分あるのかもしれませんけども、公

社の発行株の88％を所有する筆頭株主なので、また、それと、役場とは

一心同体と思います。 

そんな中で、やはり冬期におけるまちづくりのためには、教育的な観

点からも、公社のキャンモアスキービレッジというのは重要な位置にな

るのではないかと思います。 

冬期における運動不足や、それから、子どもたちへのウインタースポ

ーツの振興などを含め、キャンモアの占める位置付けといいますか、そ

れは大変重要なものと思います。 

特に、この上川地区におけるキャンモアスキー場はとてもコースが固

くて滑りやすい。それと、リフト料金がリーズナブルである。また、そ

ういう中で学校教育の一環として多くの小学校、中学校、ないしは高校

一行などがスキー授業として利用してくれております。そんな中でも大

変スキーの普及には重要な位置付けだと思います。 

また、そんな中で、この東川というところは、寒いんですが、寒いが

ために降雪量が多くありません。毎年、オープンは12月20日前後になっ

ている訳でございますけども、公社自体は夏期の営業としてパークゴル

フ場を運営しております。 

そんな中で、冬のキャンモアの職員の皆さんはパークゴルフ場の方に

行くものですから、なかなかコースの整備はオープン間近でないとでき

ないということで、夏期の整備に関しては少し手薄になってるのかと思

います。 

雪が少ないということとシーズンはじめや暖気が来ると夏の整備がで

きない部分があって、所々コースに水が浮いてしまいます。 

そのために何カ所か滑走禁止という形でポールにてバツ印をつけたり

して、あまりみっともないのでよくありませんが、可能ならば、多くの

スキー場がやっているように、通年で管理する専従の人を１人置くのが

良いのではないかと思います。 

それは、毎年毎年コースがよくないということで、水が浮いたりする

ということで、場当たり的に手当をしながら見繕いはするんですが、や

はり夏の間にしっかりと水の浮くところとか、そういうところは暗渠の

工事をするなどして整備をし、オープンと共に最高のコース状況でスキ
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ーヤーの皆様に提供するということが最大の営業戦略になるんじゃない

かと思います。 

公社には多くの従業員がいますけれども、スキーができる方というの

はなかなか人数的には少ないような気がします。それなので、できれば

専従の職員になる方は、スキーができて、それで冬においてはパトロー

ル隊員として活躍できるような人を確保し、より一層サービスの向上と

安全なスキー場運営になるようにしていくべきと思いますが、町長の考

えをお聞かせください。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 町長、松岡市郎君。 

 

  

町長（松岡

市郎君） 

 

今振興公社の人の配置等で、ご提言といいましょうか、ご質問いただ

きましたけれども、スキーができないという方が多いという中にありま

したけれども、クロカンで頑張った国体にも参加したような選手が職員

として配置されていたり、或いは若かりし頃にスキーをやったというよ

うな人が配置されていたりしているのではないかと、そういう話を伺っ

ておりますので、そういう方々が連携を取りながら管理をしていくとい

うことがいいのでありましょうし、今お気づきの点を指摘されましたけ

れども、そういった点も、今日こちらに理事がいますので、そういう理

事会の中で検討するということも可能ではないかと思います。 

我々、基本的に、振興公社というのは非常に大切なパートナーであり

ますから、しっかりと発展をしてほしいという願い、そしてまた、でき

る限り自主的に運営をしていただいて収入を上げるという方向を期待し

ている訳ですけれども、我々と連携の分野で大切なことは、ハードの整

備。ハードの整備は我々はやるべきではないかと思っておりまして、リ

フトの整備もそうですし、今ご指摘がございましたようなコースの水溜

まりの問題なんかもそうでしょうし、照明の問題もそうでしょうが、そ

ういったハードの面での整備というのは町がやるのが適切だろうと思い

ますし、ソフトの面でも様々な制度がありますから、ここにありますよ

うなワーキングホリデーの人材活用なんていうのも町が振興公社と連携

を取りながら募集をして手伝ってもらうということも可能でありましょ

う。 

とにかく私たちの町のスキー場というのは、西斜面であって、雪もそ

んなに多くないということから、年間せいぜい80日間の営業でございま

す。そういう80日間の営業の中、6,000万を超える収入を得るということ

は非常に大きな、サービスといいましょうか、結束したものがなければ

確保は非常に厳しいと思います。 

今ご指摘のようなところにもどんどん営業かけて確保されていくもの

だと思っておりますので、議員さんから振興公社と意見交換することが

あればしていただいて、振興公社の方から今のようなことなど上がって

きましたならば、我々としてもしっかり検討しながら対応していきたい

と思います。 

以上でございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

 ２番、山家祥幸君。 
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２番（山家

祥幸君） 

 

すごく公社に対する協力的なご意見で、公社の方もこれからやりやす

いんじゃないかと思います。 

ただ、町長が言ったように世界的にクロスカントリーの選手として活

躍した選手もいますけども、今年の組織図を見ると、その方はスキー場

に携わる名前に入ってないんですね。 

それと、私もスキー場に携わったり、キャンモアの方に携わりました

けども、やはり安心安全な場の提供をするためには、パトロール隊員と

いうのが職員の中に確保されておりまして、その方がリフトを動かす前

に一度コース内を点検してからスキー場をオープンするというのが殆ど

のスキー場の運営方法でございます。 

この場合、キャンモアの場合はどうしても外部の日赤パトロールとか、

そういうところに依存している部分があるので、是非、そんなことを考

えますと、安心安全な形の中で来てくれたお客様にサービスの向上を提

供するためにも良いスキー場として、また、良いハードを提供するため

にもそういう方を置いていただくことと、先程申しましたように、水の

出るところはオープン前に修理できるように、今年度もし補正でも予算

が組めるようでしたら暗渠工事をしていただき、最高の条件でスキー場

がオープンできるようにご支援をしていただければと思います。 

私からの質問はこれで終了いたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

以上で、山家議員の一般質問を終ります。 

以上で、一般質問を終ります。 

 

〇日程第５～７ 議案第１～３号 

議長（高橋

昭典君） 

これより議案審議に入ります。 

議事の進め方についてお諮りします。 

日程第５「議案第１号」から日程第７「議案第３号」までは、「令和２

年度の東川町一般会計外２特別会計の歳入歳出決算認定について」であ

ります。 

本日の日程は、提案理由と議案説明のみとし、議案第１号から議案第

３号までを一括議題として、順次提案説明を求めたいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。（「異議なし」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、日程第５「議案第１号」から日程第７「議案第３号」までを

一括議題とします。 

日程に従い、順次提案理由と議案の説明を求めます。 

副町長、市川直樹君。 

 

副町長（市

川直樹君） 

 

（登壇） 

ただいま議題となりました議案第１号 令和２年度東川町一般会計歳

入歳出決算認定から議案第３号 令和２年度国民健康保険東川町立診療

所特別会計歳入歳出決算認定まで、順次、決算の概要を説明し、提案説

明とさせていただきます。 

決算認定につきましては、いずれも、地方自治法第 233 条第３項の規

定により監査委員の意見を付けて議会の認定をいただくものでありま

す。 

議案の朗読は省略をさせていただきます。また、後程、安井代表監査



 

43            東川町議会第３回定例会 

委員から審査意見の説明がありますので、極力簡潔に説明したいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、最初に一般会計の決算について説明いたしますので、決算

書の最後の方に添付してあります決算書説明資料をご覧いただきたいと

思います。 

はじめに、説明資料１頁でありますが、令和２年度の収支の状況につ

いて記載しております。 

令和２年度の最終予算額につきましては、13,273,572 千円となってい

ます。令和２年度当初予算は 9,846,000 千円で、年度途中の財政需要に

より 12 回の補正をさせていただき、2,763,118 千円を増額しております。 

これに加え、繰越明許費で文化ギャラリー増築・模様替え事業、中小

企業育成事業、橋梁長寿命化修繕事業、小学校及び中学校維持管理事業

で合わせて 664,454 千円が繰越され、最終予算額としては、13,273,572

千円となったものでございます。 

歳 入 決 算 額 に つ き ま し て は 、 12,397,438 千 円 、 歳 出 決 算 額 が

12,078,731 千円、歳入歳出差引した収支は 318,707 千円となり、これか

ら翌年度へ繰り越すべき財源 18,880 千円を差し引いた 299,827 千円が実

質収支となります。単年度収支Ｇの覧ですが、134,582 千円であり、財

政調整基金へ 74,906 千円の積立を行っていますので、実質単年度収支に

ついては 209,488 千円となりました。 

なお、予算の執行率につきましては、91.0％でありました。 

次に、町税の徴収状況ですが、収入済額のＣの欄をご覧いただきたい

と思います。 

収入済総額は 915,434 千円。前年度の収入済額と比較しますと 12,445

千円減る結果となりましたが、これは、新型コロナウイルスの蔓延によ

り、町民法人税や入湯税が減収となったことなどが影響しているもので

す。 

不納欠損額につきましては 79 千円。個人町民税で 2 千円、固定資産税

で 77 千円を時効あるいは即時消滅により欠損処理をしているものです。 

次に、収入未済額ですが、現年度分・滞納繰越分を合わせて 76,616 千

円です。内訳では、固定資産税の滞納が約 50,000 千円と多額になってい

ますが、新型コロナの影響により令和３年度へ徴収猶予している分が

13,200 千円、その他大口で温泉地２社、木工関係法人で１社の３社で

34,000 千円の収入未済額があり、これらを合わせると全体の 95％を占め

ています。滞納繰越分を含めた令和２年度の町税徴収率は、昨年より

1.4％低い 92.3％となったものです。 

次に、右横の表、主要財政指標の状況でありますが、財政力指数につ

きましては 0.245 ということで、ほぼ昨年と同じ数値となっています。 

次の経常収支比率につきましては、80.4 で 0.1 ポイントのマイナス。  

単年度の公債費比率については 7.6 で、0.5 ポイント下がっており、３

か年の平均値で求める実質公債比率につきましては、昨年から 2.6 ポイ

ント下がり 9.4 ポイントとなりました。詳しい内容については、後程、

財政運営計画の中でも触れさせていただきたいと思います。 

それから１つ飛ばしまして、地方税徴収率は、先程申し上げましたよ

うに 92.3％となり 1.4 ポイントの減少、ラスパイレス指数につきまして

は 99.2 となっております。 

１つ飛びまして、普通交付税については、3,013,268 千円で前年度と

の比較では 203,408 千円増えておりまして、社会福祉費の伸びや、公債
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費における償還補てん額等の増などが主な要因であります。 

１つ飛ばして、一番下の特別交付税においては 1,095,977 千円が交付

され前年度との比較では 37,062 千円伸びましたが、これは、地域おこし

協力隊の増員や文化財活用、地方創生推進交付金などの積極的な事業展

開により増えたものであります。 

次の頁をご覧いただきたいと思います。 

この表につきましては、歳入歳出をそれぞれ臨時的なもの、経常的な

ものに区分いたしまして、特定財源と一般財源に区分けをしたものです。 

歳入におきましては、経常的な一般財源が多いほど安定した財政運営

が可能となるものでありますが、経常一般財源の歳入合計は、4,266,758

千円。これに、21 款町債の臨時的一般財源 132,490 千円、これは臨時財

政対策債ですが、これを加えた 4,399,248 千円が経常一般財源となりま

す。 

これに対して、歳出では、経常的な一般財源の支出が少なければ、よ

り柔軟な政策展開が可能となるわけですが、歳出の経常一般財源につい

ては、3,536,061 千円となっていますので、先程の歳入の経常一般財源

で割り返した数値が経常収支比率となり、80.4％となっています。前年

が 80.3％でありましたので、ほぼ同様の数値で推移しております。 

次に、３頁の表は、歳出を款別に、人件費、物件費などの性質別に区

分した表ですので、これについては後程ご覧をいただきたいと思います。 

次に、４頁ですが、この表は、歳入歳出をそれぞれ前年度の決算額と

比較したものでございます。 

増減の大きなものを中心にご説明申し上げます。 

歳入の町税につきましては、12,445 千円の減となっております。 

先ほど触れましたように、新型コロナの蔓延により、町民法人税や入

湯税などで減額となったことが影響しているものです。 

地方交付税につきましては、普通交付税では公債費、起債償還の補て

んや社会福祉費などにより 203,408 千円の伸びとなり、特別交付税につ

いては、地域おこし協力隊の活用や地方創生推進交付金の増額などが反

映され 37,062 千円の増となり、合計で 240,470 千円が増額となっていま

す。 

地方消費税交付金が 39,000 千円ほど増え、５段下がった地方特例交付

金等では 22,340 千円減っていますが、これは幼児教育無償化に伴って初

年度となった令和元年度は「子ども子育て支援臨時交付金」として支払

われ、２年度以降は普通交付税で算定されていることから減額となった

ものです。 

分担金・負担金・寄附金では 235,452 千円程増えていますが、主なも

のとしては、株主事業寄附で 192,000 千円、企業版ふるさと納税で 41,500

千円程伸びたことによるものです。 

使用料・手数料で、60,000 千円減少しているのは、新型コロナの影響

により日本語学校の短期日本語研修と長期の学生が予定よりも少なくな

ったことにより校納金が減額となったものです。 

次の国庫支出金で 1,938,858 千円増えているのは、繰越明許となった

文化ギャラリーの拠点整備交付金、道路事業、三千桜関連の農山漁村振

興交付金などで増額となったものに加え、新型コロナ関連で特別定額給

付金事業や新型コロナ感染症対応の地方創生臨時交付金事業、GIGA スク

ール事業などにより大幅に増額となっているものです。 

道支出金については 106,000 千円程減っていますが、これは、コロナ
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の影響により事業が中止になったことによる地域づくり総合交付金の減

額や繰越事業であった産地パワーアップ事業、強い農業担い手づくり事

業、知事道議、参議などの選挙費で減額となっているものです。 

繰入金の 189,000 千円の増額は、株主の基金において約 100,000 千円

の増のほか、地域振興基金・地域福祉基金・総合体育館建設基金を取り

崩し公共施設整備基金に統合したことなどにより増額となっています。 

繰越金は、前年度より 10,895 千円少ない 179,237 千円となり、 

諸収入の 140,000 千円の増加分は、雑入の施設整備等負担金において、

東川土地開発公社からの整備負担金 50,000 千円、三千桜の整備負担金

50,697 千円、振興公社のスキー場整備などでそれぞれ負担金が増加して

いるものと、海洋センター大規模改修に伴う B&G 財団からの助成金

20,400 千円などが増加の要因となっています。 

最後の町債につきましては、前年度より 548,536 千円多い起債借入と

なっていますが、繰越事業の文化ギャラリー増改築、GIGA スクール構想

整備事業などのほか、辺地対策事業の酒造施設整備や緊防災事業の避難

場所防災機能強化事業等で増額となっているものです。 

次に、歳出ですが、歳出においては、人件費、公債費、扶助費の義務

的経費がそれぞれ増加の傾向にありますが、これまでは、臨時職員の賃

金については物件費での計上でありましたが、自治法改正により、会計

年度任用職員制度が導入され、人件費での計上となり、人件費が大幅に

伸びて物件費で減っているものです。また、物件費では 652,000 千円ほ

どの賃金が移行されたものの、コロナ関連経費や地方創生推進交付金、

GIGA スクール関連などで増額となったことから、減額の幅は 220,000 千

円ほどとなっています。 

中段の補助費等に おいて、一部事務組合に対する以外のもので

1,120,000 千円ほど伸びているのは、新型コロナの定額給付金、経済対

策、或いは大学等進学者に対する奨学金事業など、個人や団体に対する

補助金・交付金が増加したことによるものです。 

積立金では、250,000 千円程の増加となっていますが、これは株主基

金への積立と基金整理による公共施設整備基金への積替えによるもので

す。 

最後の投資的経費におきましては、956,000 千円程伸びていますが、

文化ギャラリーの拠点整備交付金事業、三千桜の酒造施設整備事業など

によるものです。  

なお、主な投資的経費につきましては、次の５頁から６頁にかけて補

助・単独事業に分けて内訳を掲載しておりますし、７頁、８頁について

は各種補助金等の一覧表、９頁以降につきましては、歳入歳出をそれぞ

れ分析してグラフなどで示しているもので、ここでは説明を省略させて

いただきますので、後程ご確認をお願いいたします。 

次に、基金の状況について説明いたしますので、決算書資料の前の頁、

231 頁をご覧いただきたいと思います。 

令和２年度末の基金の状況でありますが、基金には出納整理期間があ

りませんので、令和３年３月 31 日現在の保有額を「円単位」で記載して

います。また、決算の整理で出納整理期間中に積み立てした金額につい

ては、右端の備考欄に「債権」として記載していますので、令和２年度

末残高としては、３月 31 日現在残高に債権を足した合計が基金残高とい

うことでご理解いただければと思います。 

まず、財政調整基金は 74,906 千円を積立し、年度末残高は 485,686 千
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円となっています。 

減債基金は総額で 1,243,354 千円。地域振興基金・総合体育施設建設

基金・地域福祉基金については、議決をいただき全額取り崩し公共施設

整備基金に積立て、３本の基金を廃止しております。公共施設整備基金

の残高は 230,381 千円となっています。１つ飛んで、株主基金について

は、出納整理期間中の積立を合わせて 371,283 千円となっており、 

一番下の合計欄になりますが、土地開発基金を含めた基金全体として

は、元年度末に 2,656,601 千円ありましたが、年度中の積立・支消を行

い、出納整理期間中に積立てたものを含めた総合計では 2,929,142 千円

となり、前年度と比較して 272,541 千円程増加したことになります。 

以上が一般会計の決算の概要であります。 

この決算を受けまして、毎年作成しています今後の財政運営計画につ

いて、説明をさせていただきたいと思います。 

本日配布のカラー刷りの「令和３年度東川町財政運営計画－ダイジェ

スト版」をご覧いただきたいと思います。 

財政運営計画では、令和３年度から７年度までの５カ年の推計をする

ものですが、前段では、平成 15 年から令和２年度決算までの推移につい

て簡単にご説明します。 

最初に基金残高の推移についてであります。 

基金については、平成 15 年より毎年計画的に基金の積立を行ってきて

おりますが、基金の創設、統合あるいは大型事業実施のための取り崩し

などを行いながら、備荒資金と土地開発基金を除く一般会計の基金残高

は、令和２年度末で 2,695,000 千円、うち財政調整基金は 486,000 千円

です。 

大型事業実施に伴い取崩しを行った時期もありますが、平成 15 年度と

比較しますと 680,000 千円の基金が増えています。 

次に下のグラフは、財政力指数と町税収入額の推移でありますが、財

政力指数は 0.245、町税収入につきましては、ここ数年順調な伸びを示

してきましたが、コロナの影響などもあり令和２年度の税収は 915,000

千円と僅かながら減少しております。 

次に、２頁に参りまして、経常収支比率と実質公債費比率の推移です。 

総務省が特に重要視している指数の一つが、この実質公債費比率であ

りますが、令和２年度数値は 9.4％で、ここに書かれていますように、

借金の返済額が、経常的に入る税金や普通交付税などに対して占める割

合を示す数値であり、３か年の平均値となっています。 

決算の中でも触れましたが、昨年度と比較して 2.6 ポイント減少し、

単年度の実質公債費比率は 7.6％となっていますが、各種事業における

償還金の実質負担額を減債基金に積み立てているものや振興公社・土地

開発公社から町の実質負担分を施設整備負担金として負担してもらう分

を特定目的財源として算入していることから、数値が好転しているもの

です。 

次に、下のグラフは、町債残高の推移でありますが、一般会計におけ

る町債残高が 11,634,000 千円、下水道会計の残高が 645,000 千円、その

他会計分の内訳は診療所会計で 304,000 千円、簡易水道分で 252,000 千

円あり、全会計合計で 12,835,000 千円の残高となっています。このうち、

交付税で補てんされる額が 8,311,000 千円ありますので、実質負担しな

ければならない町債残高としては、4,524,000 千円となっているもので

ありますが、東小をはじめ地域交流センター、せんとぴゅあなどの大型
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事業の起債償還のために既に積み立てている減債基金が 1,243,000 千円

ありますので、 

実質の町債残高としては、3,281,000 千円となり、平成 15 年当時の実

質の町債残高、借金が 3,974 千円でありましたので、これを下回る実質

負担額となっているということになります。 

以上が、令和２年度までの推移であります。 

次の３頁からが令和３年度以降の財政運営の見込み、計画です。 

令和元年度からスタートしたプライムタウンまちづくり計画 21-Ⅲが、 

ちょうど折り返し、中間年を迎え、当初計画より実施年を繰り延べした

もの、国の予算の関係などで実施年を繰り上げたもの、新たに計画に盛

り込む事業について、それぞれ点検・精査を行いました。 

今回お示しする財政運営計画は、令和３年から令和７年まで５年間の

見通しでありますが、まちづくり計画は、令和元年から令和５年までの

計画でありますので、令和６年、７年については、まちづくり計画期間

外として、起債発行額を 10 億円で仮おきしていますので予めご了承くだ

さい。 

最初に、町債残高の推移見込みでありますが、令和２年度末の町債残

高①は、先程説明しましたように、全会計合わせて 12,834,950 千円で確

定しております。 

令和２年度末の残高をベースとして、右下の表は、令和３年度以降の

まちづくり計画で予定されている各事業費を起債の種別毎に整理した表

ですが、今回、事業精査をした計画数値をもとに、令和３年度ではキト

ウシのリフトやケビン・KAGU の家整備・第三小学校の大規模改修、令和

４年度については、キトウシ保養施設、共生暮らしのエリア整備、診療

所の大規模改修などの事業費を含め精査しておりますが、事業の費用負

担や補助金・起債の借り入れが確定していない事業もありますので、情

勢の変化により変動していくことを予めご了承いただきたいと思いま

す。 

大きな事業としては、令和３年度繰越事業で予定します共生暮らしの

エリア整備事業、令和４年度のキトウシ保養施設の本体整備事業などで、

事業が重なり、令和４年度の新規起債発行額が大幅に伸びる見込みでは

ありますが、特定財源の確保などにより実負担額を極力抑制する計画と

しております。 

いずれにしましても、基本的な財政運営の考え方として、 

まずは、事業実施にあたって活用できる国・道の補助金を確保するこ

と。そして、その補助裏に充当する起債については、できる限り補填率

の高い有利な起債を活用していくことを基本としています。 

その上で、まずは、その年度の新規起債発行額は、同じ年度の償還額

を越えないことを原則とし、さらに、新規起債発行額に対する実負担額

を単年度４億円以下に抑える本町独自の財政規律をもって、プライマリ

ーバランスに配意して事業の執行にあたります。 

今回お示しした中 段の表では、令和４年度において起債発行額

3,427,900 千円、起債償還額が 1,831,637 千円と事業実施年度がずれた

ことにより、一時的に発行額が償還額を上回る見込みでありますが、実

負担額は４億円以内に抑える計画としていますので、ご理解をいただき

たいと思います。 

最後の頁は、基金残高の推移についてお示しをしていますが、令和２

年度末残高 2,695,896 千円に、当初予算で計上した積立、取崩し額を差
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し引き、備荒資金、土地開発基金を除く残高見込で 2,563,318 千円とし

ております。 

令和３年度以降の推計には、＊印に記載のとおり、小学校関連の起債

償還のため、毎年 200,000 千円程度を減債基金から取り崩して償還財源

に充当することとしていますが、各年度の事業における実質負担額分を

ふるさと納税や施設整備負担金などで財源を確保し、できる限り基金へ

の積立を行う考えであります。 

また、主要財政指標の見込みについても、これまでどおり基金や特定

財源を確保することにより、令和 2 年度ベースの指標を維持できるよう

努める考えです。 

今後も起債管理にあたっては、プライマリーバランスはもちろんです

が、町の資源や財産を有効に活用し、交流人口などの拡大を図りながら、

地元の経済力を強化し、歳入を確保していくことが重要であると考えて

いますので、今後ともご理解とご協力をお願いいたします。 

財政運営計画については、以上であります。 

 

次に、議案第２号 下水道特別会計について説明申し上げます。 

下水道事業特別会計の説明資料をご覧いただきたいと思います。 

令和２年度における主な事業としては、西部処理区における公設汚水

桝の移設・設置工事、下水管の新設工事のほか、旭岳温泉処理区では、

旭岳温泉ピュアセンター長寿命化設備更新工事などを行っています。 

１頁、下の表、歳出 性質別経費の状況から説明いたします。 

人件費につきましては、7,037 千円。 

物件費につきましては 77,708 千円で、施設の維持管理、委託料などで

あります。 

公債費につきましては、69,415 千円で、下水道事業債の償還でありま

す。 

投資的経費 35,074 千円につきましては、前段申し上げました、公設桝

や下水管の工事及び長寿命化修繕工事分などで、歳出合計は 189,335 千

円。前年対比 19,797 千円の増となっています。 

次に、歳入でありますが、使用料につきましては 104,936 千円。内訳

では、西部処理区が 92％の 96,427 千円、旭岳温泉処理区が 8％の 8,509

千円となっています。昨年度は、特に新型コロナの影響により旭岳温泉

で休業した施設もあり、全体の使用料が減額となっているものです。 

それから国庫支出金は、6,368 千円増の 14,480 千円。 

繰入金につきましては 42,981 千円。財源不足分を一般会計から繰り入

れたものでありますが、11,914 千円の増となっています。 

町債、下水道事業債でありますが 27,800 千円。 

歳入合計が 202,576 千円となり、実質収支額は、12,794 千円となりま

した。 

下水道会計につきましては以上であります。 

 

次に、議案第３号の診療所特別会計について説明いたします。 

決算概要の前に、その基礎となる令和２年度の入院、外来の状況につ

いて説明させていただきます。 

令和２年度の入院につきましては、年間延べ患者数で 2,232 人、診療

日数で割り返した１日当たりの人数は 6.1 人の入院となり、前年と比較

すると 3.2 人の減となっています。 



 

49            東川町議会第３回定例会 

また、外来患者数につきましては、年間延べ 15,284 人、１日平均で

60.4 人となり、前年度と比較しますと 11.9 人の減という結果となりま

した。 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の感染リスクの低減を図り、

町民の生命身体及び健康を守るため、10 月１日から「発熱外来」を新設

して抗原定性検査ができる環境を整えたほか、サーマルカメラの導入や

カウンター、椅子なども感染症対応のものに入れ替えるなど順次対応を

進めたところでありますが、緊急事態宣言の発出による外出の自粛、或

いは感染予防のため受診控えや投薬の長期処方化などにより、診療所経

営としては入院・外来患者数に大きく影響が出たものと考えています。 

それでは、決算書資料１頁の歳入から説明をさせていただきます。 

診療収入については 184,901 千円。前年比 22,357 千円の減となり、内

訳としては、入院で 13,419 千円、外来で 14,170 千円の減、各種健診・

予防接種などのその他診療収入で 5,232 千円増加しています。 

３の国庫支出金は、新型コロナ対応のサーマルカメラの設置及び発熱

外来の整備にかかる補助金が増額となっています。 

繰入金につきましては 220,397 千円。内訳としては、一般会計からの

繰入金が 140,635 千円、へき地直診調整交付金が 79,696 千円となってお

り、前年度と比較しますと、一般会計からの繰入額は 77,047 千円増加し、

へき地交付金は逆に 22,514 千円の減額となっています。 

町債は、令和４年度に予定している診療所大規模改修及びスプリンク

ラー設備の実施設計費で、病院事業債を活用し 3,500 千円となっていま

す。 

歳入合計は、437,834 千円で前年比 4,198 千円の増となっています。 

歳出におきましては、総務費 306,907 千円、先程の大規模改修に向け

た実施設計や感染拡大防止に伴う発熱外来などの整備により、前年度比

0.3％の増。 

医業費においては、入院用ベッド、レントゲン撮影装置などの医療機

器の整備のほか、暖房給湯用循環ポンプなどの交換などを行いましたが、

入院・外来患者の減少により、医薬材料費・寝具費・給食費などが減少

し、昨年比 7,852 千円減で 69,891 千円となっています。 

公債費は、1,450 千円増え 34,837 千円となり、歳出合計は 411,634 千

円となり、歳入から歳出を引いた実質収支額は、26,199 千円となったも

のです。 

ここ数年は、へき地直診調整交付金などにより、自賄いができている

という状態が続いていましたが、令和２年度はコロナの影響を大きく受

け、入院・通院患者が激減し、一般会計からの繰入金は 140,635 千円と

なりました。コロナもまだまだ先が見通せない状況が続いているところ

ではありますが、本町においては、保健福祉と医療が一体となってコロ

ナワクチン接種を急ピッチで進めた結果、希望者に対するワクチン接種

は、ほぼ完了する状況となりました。 

令和３年度においては、これらコロナワクチン接種にかかる接種費用

が相当額見込まれますので、診療所の収支においては、回復できる見込

みとなっていますが、引き続き、町民の健康維持を最優先に経営に努め

たいと考えていますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

長くなりましたが、以上、議案第１号から議案第３号までの令和２年

度の決算についての説明とさせていただきますので、認定いただきます
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ようお願い申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

引き続き、監査委員に決算審査の報告を求めます。 

代表監査委員、安井繁光君。 

 

代 表 監 査

委員（安井

繁光君） 

 

（登壇） 

それでは、決算の審査報告をしたいと思います。 

令和２年度東川町各会計決算及び基金運用状況審査意見書を出してく

ださい。 

令和３年７月９日付け東企総第 72 号をもって審査に付する旨提出の

あった、地方自治法第 233 条第２項の規定による令和２年度東川町一般

会計、公共下水道事業特別会計、国民健康保険東川町立診療所特別会計

の歳入歳出決算及び同法第 241 条第５項の規定による東川町土地開発基

金の運用状況について、各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書及び実

質収支に関する調書並びに関係諸伝票・証拠書類との照合審査のほか、

担当課より決算概要について説明を受け、さらに必要に応じ所管からの

説明を求め、予算の執行などの適否について７月 12 日から８月 31 日ま

で能登監査委員と共に審査いたしました。 

審査の結果、審査に付された各会計の歳入歳出決算書及び付属書類は、

関係法令に準拠して作成されており、その計数はいずれも正確であり、

内容及び執行状況も適正であると認められました。 

審査の内容は、先程の市川副町長の説明と重複しますので、省略させ

ていただき、監査委員からは、各会計の最後に記載してある意見を報告

させていただきます。 

それでは、９頁の一般会計から。 

令和２年度決算における歳出総額は、繰越明許費 664,454 千円を含ん

で 12,078,731 千円でした。前年度との比較で補助事業においては、主に

文化ギャラリー大規模改修事業、酒造設備整備事業、橋梁長寿命化修繕

工事の実施により 1,261,052 千円が増額、単独事業においては、指定緊

急避難場所防災機能強化事業、北７線道路改良事業、ゆめ公園整備事業、

海洋センター大規模改修事業などを実施したが道路改良事業等の減によ

り 256,672 千円が減額となったが、投資的経費全体でみると 956,720 千

円の増額となった。 

消費的経費の主だったところでは、人件費で 652,616 千円、維持補修

費で 8,667千円、補助費等で 1,127,328千円の増により、合計で 1,607,534

千円増加となった。 

その他の経費では、公債費で 68,115 千円の増、積立金等で 249,321 千

円の増となったことにより、全体で 406,445 千円の増額となった。 

経常収支比率は 29 年度 83.2％、30 年度 82.2％、令和元年度 80.3％、

令和２年度 80.4％と減少傾向にあるが、経常一般財源比率は、平成 29

年度 100.8％、平成 30 年度 99.8％、令和元年度 98.2％、令和２年度 97.8％

と下がってきており、更なる弾力化を望むものである。 

地方交付税、ひがしかわ株主事業寄付金などの歳入が昨年度と比較す

るとさらに増えていることからも、町の価値が高まっていると評価でき、

財源確保と住民福祉の向上のための様々な施策の執行に努力されている

ことが伺える。また、新型コロナウイルス感染症に伴う様々な施策を議

会と一体となり柔軟かつ円滑に執行された点も本町の良い面であると考

える。引続き予算編成・執行には、常に必要性・公平性などの審査を慎
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重に行うよう望むとともに、新型コロナウイルス感染拡大に伴う税収減

の悪化が懸念されることなどから、将来の支出に備えた基金積立などに

配慮しつつ財政健全化がより一層進むよう取り組んでいただきたい。 

 

次は、11 頁、公共下水道事業特別会計。 

令和２年度の使用料の収納状況は、収納率 97.27％で、対前年収入済

額 4,733 千円減額、不納欠損処理 35 千円となっている。 

また、分担金の収入未済額及び滞納繰越分はなく、収納率 100.00％と

なっている。 

使用料・分担金とも受益者負担の視点に立ち、納入義務者への啓発と

更なる収納率向上に向けた努力を引き続き望むものである。 

 

次に、13 頁、国民健康保険東川町立診療所特別会計でございます。 

令和２年度は、全国的な新型コロナウイルス感染症の拡大による患者

動向の変化の影響を受け、入院・外来の患者数が減少し、診療収入は、

前年度と比較すると入院収入 13,420 千円の減、外来収入 14,170 千円の

減、その他診療収入 5,232 千円の増となり、総額で 22,357 千円の大幅な

減額となっている。 

このような状況の下、新型コロナウイルス感染症に対応する院内環境

を整えるため、発熱外来を新設し抗原定性検査、民間臨床検査機関によ

る鼻腔・唾液ＰＣＲ検査に対応可能な環境整備を行うとともに、各種健

診及び予防接種などの予防医療に取り組んだ。また、医療用備品や施設

維持管理の面では、老朽化に伴うレントゲン撮影装置のＸ線管の取替や

暖房給湯用循環ポンプの交換などを実施している。 

入院・外来患者数は、コロナウイルス感染症の感染状況やワクチン予

防接種の進捗状況などの影響も受けることが想定されるが、今後も町民

が安心して来院できる地域医療施設としての環境を整えるとともに、医

療ニーズの的確な把握により、患者数及び収入の増加に努力されたい。 

 

最後に、14 頁、東川町土地開発基金運用状況の審査ですが、運用は設

置目的に沿って正規な手続きに従って行われたものと認めた。 

以上で令和２年度東川町各会計決算及び土地開発基金運用状況の審査

報告を終わります。 

 

議長（高橋

昭典君） 

以上で、提案説明及び監査委員からの決算審査報告が終わりました。 

なお、決算認定にあたっては、８日水曜日と９日木曜日、各常任委員

会に分かれて決算についての議案調査を行い、質疑・採決は本会議最終

日の 10 日に行うこととします。 

 

〇日程第８ 報告第１号 

議長（高橋

昭典君） 

日程第８「報告第１号 令和２年度東川町一般会計及び特別会計歳入

歳出決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率について」を議題とし

ます。 

提出者より報告を求めます。 

副町長、市川直樹君。 

 

副町長（市

川直樹君） 

（登壇） 

報告第１号 令和２年度東川町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に
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 係る健全化判断比率及び資金不足比率について、地方公共団体の財政の

健全化に関する法律第３条第１項及び同法第 22 条第１項の規定により、

監査委員の意見を付けて報告いたします。 

はじめに、健全化判断比率でありますが、実質赤字比率と連結実質赤

字比率につきましては、一般会計の実質収支が赤字、または一般会計と

特別会計の実質収支が赤字の場合に現れる数値でありますので、本町は

赤字ではありませんので数値はありません。 

次に、実質公債費比率でありますが、この比率につきましては、一般

会計と特別会計、さらに一部事務組合の起債償還に、経常一般財源がど

の程度充当されたかという比率であり、過去３か年間の平均値となりま

す。 

本町の場合、２年度決算におきましては、9.4％となり、前年度が 12.0％

でありましたので 2.6 ポイント改善した形となっております。 

令和２年度の単年度では、公債費比率が 7.6％と 0.5 ポイント改善し

ています。 

改善した要因としては、決算認定の中でも申し上げましたように、平

成 29 年度の高い数値が本年度の数値に置き換わって３年間の平均とな

ったこと。さらには、東川振興公社、或いは東川土地開発公社から、町

が整備した施設の起債償還金のうち、実質町が負担することとなる相当

額を「施設整備等負担金」として特定財源として充当していること、さ

らには、酒造施設の前納負担金や東小建設等の起債償還のために減債基

金にあらかじめ積み立てている分を特定財源としてカウントしているこ

となどから、実質公債費比率の数値が好転しているものです。 

次に、将来負担比率でありますが、地方債の現在高、債務負担行為の

額、特別会計や一部事務組合での起債のうち、町が負担しなければなら

ない額全てを合計し、さらに、全職員が一度に退職したと仮定して、退

職金の総額を全て足した額から充当可能な基金と充当可能な特定財源を

差し引いた額を標準財政規模で割り返した数値で、令和２年度は 11.1％

となりました。 

前年度は 34.1％でありましたので、その差 23 ポイントと、こちらも

大幅に数値が好転しております。 

次に、企業会計が対象となる下水道事業特別会計における資金不足比

率でありますが、収支が赤字ではありませんので数値は出ていません。 

なお、監査委員の意見につきましては、この報告書の後に添付してお

りますが、いずれも書類は適正に作成されていると認めていただいてい

ますことも併せて報告させていただきます。 

以上、報告とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

本件は、報告案件ですが、せっかくの機会ですので質疑があれば答弁

していただくこととして、その発言を許します。（「質疑なし」の声あり。） 

質疑なしと認めます。 

本件は報告済みとします。 

これより休憩に入ります。会議再開は 14 時 40 分。（休憩宣言、14 時

29 分） 

 

休憩前に引き続き会議を再開いたします。（再開宣言、14 時 40 分） 

 

〇日程第９ 議案第８号 
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議長（高橋

昭典君） 

日程第９「議案第８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計 

画の変更について」を議題とします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

企画総務課長、窪田昭仁君。 

 

企画総務

課長（窪田

昭仁君） 

 

（登壇） 

ただいま議題となりました、議案第８号 辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の変更について提案理由と議案の内容について説明いたしま

す。 

令和２年６月 18 日に議決をいただきました、東川辺地に係る公共的施

設の総合整備計画の内容について、変更する必要が生じましたので、財

政上の特別措置等に関する法律第３条第５項の規定により、議会の議決

を求めるものであります。 

それでは、総合整備計画の変更点について説明いたしますので、第３

回定例会資料の 14 頁からの新旧対照表を議案と併せてご覧ください。 

今回の変更は２次変更となり、変更点は赤文字にしていますのでご確

認ください。 

次の頁の「３.公共的施設の整備計画」ですが、１行目の道路事業につ

いては事業費の確定に伴う減額を行い、５行目の飲料水供給については、

事業の追加に伴い、事業費を増額する変更を行います。 

変更の詳細については、16 頁の整備計画の内訳で説明させていただき

ます。 

はじめに、一段目の道路に関する変更ですが、橋梁長寿命化修繕計画

策定業務について、事業費の確定に伴い事業費を 150,000 千円から

128,000 千円に減額し、事業費の総額を 2,578,800 千円に変更いたしま

す。 

次の頁の、一段目の飲料水供給施設は、新たに進化台地区飲料水供給

施設整備事業 22,000 千円を追加し、事業費の総額を 307,200 千円に変更

いたします。 

以上が変更の内容ですが、今回、事業の追加及び事業費の変更等を行

いますが、総事業費については 7,107,300 千円で、変更はありません。 

なお、この辺地計画の事業費と予算における事業費は必ずしも一致す

るものではなく、今後予定している事業費の財源を確保するため、多少

多めの事業費を計上し、辺地対策事業債の枠を確保しておくもので、こ

の計画に登載されていない事業については辺地債の対象事業と認められ

ないため、実施の可能性がある事業も含まれていることについて改めて

ご理解願います。 

なお、これらの変更については、北海道との事前協議を行っており、

今議会で議決いただければ、正式な協議書として提出し、計画認定され

ることとなります。 

以上が議案第８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ

いての提案理由です。 

ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

これより、質疑に入ります。（「質疑なし」の声あり。） 

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。（「討論なし」の声あり。） 

討論なしと認めます。 
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議案第８号について採決いたします。 

本案は、原案の通り決することにご異議ありませんか。(「異議なし」

の声あり。) 

異議なしと認めます。 

よって、「議案第８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更

について」は、原案のとおり可決されました。 

 

〇日程第 10 議案第４号 

議長（高橋

昭典君） 

日程第 10「議案第４号 令和３年度東川町一般会計補正予算（第６号）

について」を議題とします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

企画総務課長、窪田昭仁君。 

 

企 画 総 務

課長（窪田

昭仁君） 

 

（登壇） 

ただいま議題となりました議案第４号 令和３年度東川町一般会計補

正予算(第６号)について、提案理由と補正内容の説明を申し上げます。 

１頁をお開き願います。 

令和３年度東川町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

第１条 歳入歳出予算の総額に 歳入歳出それぞれ 83,959 千円を増

額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 11,045,252 千円とする。 

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

第２条 地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」による。 

今回の補正は、防災情報行政情報伝達を目的とした東川アプリの改修

によるもの、国の地方創生推進交付金の採択によるもの、新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響により、事業の開催を中止又は延期としたこと

によるもの、令和２年度介護給付・訓練等給付事業費の精算にかかるも

の、東部高原地区整備事業、キトウシ森林公園整備事業にかかるもの、

学校等における通信環境の整備にかかるものなどが主な内容です。 

それでは、最初に歳出から説明させていただきますので、10 頁、11 頁

の事項別明細書をご覧ください。 

はじめに、２款 総務費、総務管理費、職員給与費は、財源内訳の変

更で、キトウシ森林公園ケビン造成事業、進化台飲料水供給施設整備事

業にかかる職員人件費の財源について、辺地対策事業債を増額し、一般

財源を減額します。 

次の災害対策費、防災対策事業は、緊急時の情報伝達等におけるスマ

ートフォン端末などを活用した双方向通信を実現するために、東川アプ

リの機能強化のための改修として、緊急時の発信音機能、文字情報を音

声に変換する機能、送信する方を特定して情報発信を行う機能を追加す

るための改修費を増額いたします。 

次の企画費、企画政策費、北海道文化・日本遺産「大雪山」文化国内

外発信事業は、新型コロナウイルス感染症の影響により全国的に観光が

停滞する状況が続いていますが、「大雪山」文化を国内外に発信するため

の事業として、アイヌの物語として口承で何代にも渡り語り伝えられて

きた故知里幸恵氏の物語を映像化する事業費について増額し、財源につ

いては、北海道の地域づくり交付金 5,000 千円のほか、一般財源を増額
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いたします。 

次の地域活性化・国際観光推進費、観光立国交流事業は、ポストコロ

ナ事業として、観光サービス業経済回復を目的に、情報発信事業として

訪日外国人旅行者向けパンフレット、映像の制作等の事業を予定してい

ましたが、地方創生推進交付金事業などにより事業を実施することから

減額いたします。 

次の地域活性化・特別対策事業、外国人留学生支援費は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響による事業費の減額として普通旅費並びに留

学体験事業補助金を減額しますが、ポストコロナ事業として、より優秀

な留学生を受け入れることを目的に、インドネシア、中国における留学

生受け入れのための現地窓口の開設並びに留学希望者の日本語能力など

を現地で学習した後、本町に留学する人材育成型留学事業に要する事業

費として東川町日本語留学生支援事務所委託料を増額するほか、10 月か

ら長期留学生について、入国管理局で許可となっている留学生の人数の

増加に伴い、留学生奨学金を増額いたしますが、予算総額の変更はあり

ません。 

次のせんぴゅあ文化振興事業は、文化振興事業として実施を予定して

いた企画展について、北海道の地域づくり交付金が採択となった事に伴

い事業にかかる委託料を増額いたします。 

次のホストタウン推進事業は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

により実施を見送ったホストタウン推進事業にかかる事業費について、

それぞれ減額いたします。 

次の頁をご覧ください。地域おこし協力隊事業費、観光資源開発協力

支援事業は、町内の観光資源開発を促進することを目的に新たに委嘱を

行う地域おこし協力隊員２名にかかる人件費、事業費の増額などを行い、

次の地域おこし協力隊自立化支援事業は、今年度３名の自立化を予算計

上していましたが、新たに１名の隊員の起業化に伴う増額、次の商店街

振興支援事業は、商工会に派遣し年度途中で退職となった協力隊員に係

る経費の減額、次の活躍の場創出支援事業は、地域の働く人と仕事を発

掘してつなぐ仕組みである「しごとコンビニ」事業を、今後、更に推進

することを目的に、地域おこし協力隊員１名の増員に要する事業費を増

額し、財源については一般財源となっていますが、全額、特別交付税で

措置されます。 

次の地方創生推進事業費、東川版「学生関係人口構築プロジェクト」 

は、地元学生や都市部の学生、海外からの留学生等の学生が継続的に町

とつながりをもち、オンライン等を活用した人材育成プログラム、地元

インターンや地域課題解決等の事業を通じて、学生の中長期滞在を促し、

地域内の経済循環を創出する事業について、国の地方創生推進交付金が

採択されたことに伴い予算計上するもので、財源については国庫支出金、

地方創生応援税制寄附金、商工費寄附金、「写真の町」ひがしかわ株主基

金を増額するほか、一般財源のうち２分の１は特別交付税で措置されま

す。 

次の地方創生応援税制費、奨学助成事業は、学生の移住、定住促進を

目的とした事業として、町外居住者が北工学園の学生として移住した場

合に現在は奨学金を給付していますが、移住・定住を更に促進させるこ

とを目的に移住・定住支援事業として試行的に事業を実施することに伴

い減額をいたしますが、学生への支援目的の変更であり、支援内容等に

変更はありません。 
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次の戸籍住民基本台帳費、住民基本台帳管理事務費は、マイナンバー

カード等の異動事項の記載を行うシステムについて、使用から５年を経

過したことに伴い、今後の保守対応が無くなることから、新たに２台分

のシステム導入にかかる費用について増額、次のマイナンバー関連事業 

は、国が進める戸籍事務の情報連携のため、法務省戸籍情報システムへ

の戸籍の副本情報送信に必要なシステム改修に要する費用を増額するも

ので、財源については全額国費となります。 

次の地域活性化費、地区コミュニティ費、地域自治活動推進事業は、

地域の健康づくり活動を推進することを目的に、トレーニング機器であ

るワットバイクについて、地域活動の拠点であるコミュニティセンター

等に配置する事業として増額するもので、財源については一般財源とな

っていますが、集落支援員にかかる事業として全額特別交付税で措置さ

れます。 

次の頁をご覧ください。定住促進費、移住定住対策事業費、定住促進

対策事業は、奨学助成事業で説明したとおり、学生における移住、定住

の促進を目的とした事業として、町外に住む方が北工学園の学生として

移住した場合に、現在は奨学金企業として実施していますが、移住・定

住に対する支援事業として今年度より試行的に事業を実施するため増額

いたします。 

３款 民生費、社会福祉費、障がい地域支援費、介護給付・訓練等給

付事業は、令和２年度障がい児通所給付費等の福祉事業について、新型

コロナウイルス感染症の影響による利用者数の減少に伴い、超過交付と

なった国、道負担金について返還を生じることから増額するものです。 

４款 衛生費、環境保全費、進化台地区飲料水供給施設整備事業は、

１号北の進化台地区において、安定した飲料水供給を目的とした飲料水

供給施設の整備について、次年度早々に工事を行う必要があることから、

実施設計に要する費用について、財源は辺地対策事業債として増額いた

します。 

５款 農林業費、農業費、農村整備費、道営水利施設等保全高度化事

業は、東部高原地区事業について、今年度の事業費が増額となる見通し

であることが北海道より通知されたことにより増額するもので、財源は

道支出金、辺地対策事業債を増額し、受益者分担金のほか一般財源を減

額いたします。 

６款 商工費、観光費は、旭岳地区冬季イベント開催誘客事業につい

て、地域づくり交付金の採択額が増額となったことに伴い、一般財源か

ら道支出金への財源の振替を行います。 

次の森林公園費、キトウシ森林公園家族旅行村費、キトウシ森林公園

家族旅行村施設整備事業は、今年度整備予定のケビン２棟について、当

初、平屋建ての従来型のケビンによる整備を予定していましたが、従来

型のケビンよりも面積が広く寝室にベットを配置する現在建設中のベッ

トタイプケビンに変更すること、キトウシ保養施設周辺に整備予定のケ

ビンについて、事業の実施年度を令和４年度から令和５年度に変更する

ことなどに伴い、建物設計委託料については減額を行い、工事請負費に

ついては、建築面積の増加、家族旅行村内の電気設備工事、Wi-Fi 工事

などの追加等に伴う増額を行い、財源は辺地対策事業債を増額いたしま

す。 

９款 教育費、教育総務費、教育委員会費、外国籍児童生徒等教育支

援事業は、外国語教育推進員の採用がなくなったことに伴い減額するも
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のです。  

次の小学校費、教育振興費、小学校教育振興事業は、コロナ禍におい

て保護者と学校の連絡の機会が増えていることから、迅速かつ正確で利

便性の良いシステムを採用することを目的に専用の双方向通信アプリケ

ーションの使用に必要な費用を増額します。 

次の頁をご覧ください。中学校費、教育振興費、中学校教育振興事業 

は、小学校費で説明をした専用の双方向通信アプリケーションの利用に

必要な費用と、４月、７月とコロナ禍により延期になった修学旅行につ

いて、９月 20 日から 23 日の日程での実施を予定していますが、延期と

なったことにより発生する旅行代金の差額について、それぞれ増額する

ものです。 

次の社会教育費、社会教育総務費は、EU ジャパンフェスト主催事業と

して、アイルランド・ゴールウエイ市で開催が予定されていた音楽交流

事業への東川中学校並びに東川高校の生徒の派遣事業について、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響による事業の中止に伴う減額で、財源に

ついては道支出金、雑入、一般財源をそれぞれ減額いたします。 

次の幼児教育費、幼児教育管理費、幼児センター管理事業は、小学校

費、中学校費で説明をした専用の双方向通信アプリケーションの使用に

伴う使用料のほか、備品購入費について増額いたします。 

歳出の説明については以上です。 

続いて、歳入について、８頁、９頁をご覧ください。 

歳入は、歳出と連動した財源の増減が主な内容となっています。 

11 款 地方交付税、特別交付税は、防災情報伝達システム改修事業、

地方創生推進交付金事業、地域おこし協力隊事業、地区コミュニティ事

業、移住定住に要する事業、観光立国交流事業、ホストタウン推進事業、

外国籍児童生徒等教育支援事業などの増減に伴い減額いたします。 

次の分担金及び負担金、分担金、農林業費分担金は、東川東部高原地

区の事業費について、受益者である農家個々が負担する受益者分担金に

ついて、負担率が変更に伴い減額をするものです。 

次の 15 款 国庫支出金、国庫補助金、総務費国庫補助金、社会保障・

税番号制度システム整備補助金は、マイナンバーカード等の異動事項の

記載システムの導入事業、個人番号カード事業費補助金は、戸籍の副本

情報送信に要するシステム改修事業、地方創生推進交付金は、東川版「学

生関係人口構築プロジェクト」事業にかかる財源として、それぞれ増額

いたします。 

次の 16 款 道支出金、道補助金、総務費道補助金、地域づくり総合交

付金は、本町からの申請に対する北海道の採択結果に伴う事業費の変更

により、次の農林業費道補助金、農業競争力基盤強化特別対策事業補助

金は、東川東部高原地区の事業費に対する補助率等の見直しにより、そ

れぞれ増額いたします。 

次の 18 款 寄附金、総務費寄附金、地方創生応援税制寄附金は、企業

版ふるさと納税併用型事業である東川版「学生関係人口構築プロジェク

ト」事業の財源として、次の商工費寄附金は、旭川市の第一ガス株式会

社より寄附をいただいた 10,000 千円について、東川版「学生関係人口構

築プロジェクト」事業の財源として、それぞれ増額します。 

次の 19 款 繰入金、基金繰入金、「写真の町」ひがしかわ株主基金繰

入金は、東川版「学生関係人口構築プロジェクト」事業の増額と、海外

観光誘客魅力発信事業分の減額変更に伴い減額をいたします。 
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次の 21 款 諸収入、雑入、EU ジャパンフェスト負担金は、音楽交流

事業の中止により EU ジャパンフェストからの負担金を減額いたします。 

次の 22 款 町債、辺地対策事業債は、キトウシ森林公園家族旅行村整

備事業、農業競争力強化基盤整備事業、進化台地区飲料水供給施設整備

事業にかかる財源として、それぞれ増額いたします。 

以上が、歳入についての説明です。 

次に、４頁に戻っていただき、第２表「地方債補正」は、先程説明し

ました辺地対策事業のうち、追加分については、進化台地区飲料水供給

施設整備事業を新たに追加し、変更分については、キトウシ森林公園家

族旅行村整備事業及び農業競争力強化基盤整備事業分をそれぞれ変更し

ますが、起債の方法、利率、償還方法に変更はありません。 

なお、補正予算書の最終頁には地方債に関する調書を付けていますの

で、後程ご覧をいただきたいと思います。 

以上が、議案第４号 令和３年度東川町一般会計補正予算（第６号）

の説明です。  

ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

これより、歳入・歳出について、一括して質疑に入ります。 

３番、飯塚達央君。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

歳出の中で地域おこし協力隊自立化支援事業で1,000千円と計上され

ているんですけども、これはどなたがどういった事業で起業されるのか

教えていただけるでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

企画総務課長、窪田昭仁君。 

 

企画総務

課長（窪田

昭仁君） 

 

本自立化事業については、事業の最終年若しくは卒業後１年以内に自

立化に向けての助成をするという事業になっておりまして、昨年卒業い

たしました下大薗さんがご自身でキャンプ場を経営されるということに

伴います支援を行うということでの増額を今回行う予定でございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

他に質疑ありませんか。 

10番、鈴木哉美君。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

 

小学校、中学校、それから幼児センターでそれぞれ情報機器ソフトウ

ェア使用料ということで専用アプリというお話がありますが、このアプ

リを見たことがないので、なんという名前のアプリでどちらの開発して

るものなのか情報がありましたら教えてください。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

学校教育課長、佐藤文泰君。 

学校教育

課長（佐藤

文泰君） 

ただいまご質問ありましたアプリの件なんですけれども、ご説明にも

ありましたように、今回、コロナ禍の関係で学級閉鎖や臨時休業等が続

いていたということもありまして、現在小中学校で利用しているものは

一方通行のメールシステムになっております。それを今回双方向という

ことで、保護者からも学校に通知ができるようにということで、タブレ
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ットやスマホで利用できるものということをＧＩＧＡスクールの会議の

中で検討しまして、今回、コドモンという会社のアプリの方を利用しよ

うということで検討に至ったものでございます。 

これに伴いまして、出欠の連絡ですとか、各学校のお便りですとか、

そういったものも全てこのアプリの中でやりとりができると。そして、

保護者が確認で見たときには見ましたよという確認通知が学校の方に配

信される仕組みになっておりますので、教職員の働き方改革にもつなが

っていくようなものであるというふうに思っております。 

以上でございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

10番、鈴木哉美君。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

 

ということは、今現在も使っているけれども、それは一方向、多分教

育委員会さんからお知らせする、学校等からお知らせするのみなので、

今回は双方向のものに変えるということですね。 

お便り類っていうのは、そうすると、今もちらっと耳に聞こえてきて

いる部分があるんですが、お子さんに見てもらいたいようなチラシなん

かもお母さんの要はスマホとかに入ってしまうので、お子さんが見れば

興味を引くようなものでもお子さんの目に通らないで行ってしまうよう

なことがあるということなんですけども、今後ペーパーレスが進んで一

層そういうことになったりするんでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

教育長、杉山昌次君。 

 

教育長（杉

山昌次君） 

 

今ご質問ございました子どもへの情報提供のことと、それから保護者

に対するお知らせ等のことについてですが、基本、学校教育、それから

幼児教育等の中で、子どもに指導が必要なものというのは、基本的には

学校できちんと伝えてお知らせをするということが基本になります。 

また、保護者にお知らせするべきようなものは、今回のこのコドモン

を使ってお知らせをしていくことになると思います。 

また、保護者と児童、生徒、幼児、両方に見てもらいたいものってい

うのは、今回のシステムでペーパーレスで配信をして、お子さまと共に

ご覧くださいというような案内をした上で配信をしたいというふうに考

えております。 

以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

他に質疑ありませんか。（「質疑なし」の声あり。） 

これをもって質疑を終結します。 

次に地方債補正の質疑に入ります。（「質疑なし」の声あり。） 

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。（「討論なし」の声あり。） 

討論なしと認めます。 

議案第４号について採決いたします。 

本案は、原案の通り決することにご異議ありませんか。(「異議なし」

の声あり。) 

異議なしと認めます。 
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よって、「議案第４号 令和３年度東川町一般会計補正予算（第６号）

について」は、原案のとおり可決されました。 

 

〇日程第 11 議案第５号 

議長（高橋

昭典君） 

日程第 11「議案第５号 令和３年度国民健康保険東川町立診療所特別

会計補正予算（第３号）について」を議題とします。 

提案理由と議案の説明を求めます。  

診療所事務長、金山裕之君。 

 

診療所事

務長（金山

裕之君） 

 

（登壇） 

ただいま議題となりました、議案第５号 令和３年度国民健康保険東

川町立診療所特別会計補正予算（第３号）について、提案理由と補正内

容をご説明申し上げます。 

補正予算書の１頁をお開きください。 

令和３年度国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算（第３号）

は、次に定めるところによる。 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,250 千円を増額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 439,450 千円とする。 

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

補正の主な理由ですが、施設維持管理事業の修繕料の増額で、１点目

は病院系統温水ポンプと給湯循環２次ポンプの取替、２点目は電気設備

における構内第１柱設置の過電流ロック機構付負荷開閉器と地絡方向継

電器の取替が必用なため予算計上をするものです。 

それでは、はじめに、事項別明細書の歳出から説明させていただきま

すので、８、９頁をお開きください。 

１款 総務費、施設管理費、診療所一般管理費、施設維持管理事業 1,250

千円の増額は、10 節 修繕料の増額です。 

機械室に設置の温水ボイラーに接続されている病院系統温水ポンプと

給湯循環ポンプですが、機器の損耗が激しく漏水が発生している状況に

あります。 

冬季の暖房等に大きな影響が出るため取替を行うものです。 

もう一つは、今年の電気工作物定期点検にて、電力供給の要となる第

１電柱設置の２つの部品が、製造から 21 年以上経過し、更新時期を過ぎ

事故に至る恐れがあると指摘を受けていることから、今回取替をさせて

いただくものです。 

この２つの修繕を行うことで、今後の修繕料が不足することから補正

させていただきます。 

次に、歳入について説明いたしますので、６、７頁をご覧ください。 

５款 繰越金の前年度会計繰越金は、歳出で説明させていただきまし

た修繕費に関するもので、令和２年度診療所特別会計の繰越金を補正財

源として充当させていただくものです。 

なお、修繕費についてはへき地診療所運営費交付金の交付対象として

申請することとしています。 

以上で、議案第５号 令和３年度国民健康保険東川町立診療所特別会

計補正予算（第３号）の説明とさせていただきますので、ご審議、ご決

定いただきますようよろしくお願い申し上げます。 
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議長（高橋

昭典君） 

これより、歳入・歳出一括して質疑に入ります。（「質疑なし」の声あ

り。） 

質疑なしと認めます。 

討論に入ります。（「討論なし」の声あり。） 

討論なしと認めます。 

議案第５号について採決いたします。 

本案は、原案の通り決することにご異議ありませんか。(「異議なし」

の声あり。) 

異議なしと認めます。 

よって、議案第５号「令和３年度国民健康保険東川町立診療所特別会

計補正予算（第３号）について」は、原案のとおり可決されました。 

 

〇日程第 12 議案第６号 

議長（高橋

昭典君） 

日程第 12「議案第６号 東川町文化財活用施設 松田与一 記念館条

例の制定について」を議題とします。 

提案理由と議案の説明を求めます。  

文化交流課長、藤井貴慎君。 

 

文化交流

課長（藤井

貴慎君） 

 

（登壇） 

ただいま議題となりました、議案第６号 東川町文化財活用施設 松

田与一記念館条例の制定について提案理由と議案の説明を申し上げま

す。 

議案第６号 東川町文化財活用施設 松田与一記念館条例を次の通り

制定するものとする。 

令和３年９月７日提出 東川町長であります。 

最初に、条例制定の提案理由でございますが、農民彫刻家松田与一様

のご親族よりご寄贈いただきました自宅及び展示収蔵施設を改修し、東

川町文化財活用施設 松田与一記念館を設置するに当たり、設置及び管

理に関し必要な事項を定めるため、新たに条例を制定しようとするもの

であります。 

それでは、はじめに施設の概要についてご説明させていただきます。 

第３回定例会資料２頁から７頁をご覧ください。 

松田与一記念館はご親族よりご寄贈いただきました西７号北 27 番地

にあります農民彫刻家故松田与一様の住宅及び自身の作品の展示収蔵施

設でありました彫刻の館を改修し、東川町文化財活用施設 松田与一記

念館として整備を行ったもので、本年５月に着工、８月末に完成したも

のでございます。 

施設は展示棟と収蔵庫の２棟からなります。 

展示棟は住宅を改装したもので、８畳間３室分となるスペースを松田

様の作品をはじめ文化財等の展示を行う展示室に、同じく８畳間１室分

のスペースを創作活動に利用できる創作活動室として整備いたしまし

た。 

展示室、創作活動室は一般等による貸付使用もできるように想定して

いるところでございます。 

収蔵庫は彫刻の館として作品を収蔵していた建物を改装したものでご

ざいます。 

１階、２階を収蔵庫として、松田与一様より寄贈いただき本町の文化
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財に指定している町保有の作品約 640 点を収蔵すると共に、松田氏が実

際に制作活動を行っておりました部屋を復元させていただきまして、松

田氏の想いやその活動を後世に残したいと考えております。 

また、作品の収蔵にあたっては、約 640 点に及ぶ壮大な作品群がご覧

いただけるよう工夫し、希望に応じて展示棟と併せて来館者の皆様にご

覧いただけるよう考えているところでございます。 

正式なオープンは準備が整う 10 月１日を予定しておりまして、当面の

間、創作活動室にて創作活動を予定している地域おこし協力隊が管理人

の役割を兼ねて担うことを予定してございます。 

後程、条例の内容と併せてご説明をさせていただきますが、入館料は

1,500 円を超えない範囲としておりますが、当面の館は無料とさせてい

ただきまして、貸館による企画展の実施等の際には、条例の範囲内の入

場料を設定することを想定しているところでございます。 

開館期間は、条例においては別に定めることとしてございますが、規

則にて毎年４月 15 日から 10 月 31 日までとし、期間中の水曜日及び木曜

日と 11 月１日から４月 14 日までを休館とする予定です。 

ただし希望に応じ施設見学ができるよう配慮したいというふうに考え

ております。 

それでは、条例の内容について資料に基づきご説明をさせていただき

ますので、第３回定例会資料１頁と議案を併せてご覧ください。 

第１条の設置では、本条例の設置趣旨について規定しており、松田与

一氏の作品をはじめとする東川町の文化財の展示、活用等を通じて、写

真文化首都に相応しい町づくりを推進するとともに、文化、芸術の振興、

発展に寄与するため、本施設を設置することを規定しております 

第２条の位置では、施設の位置を東川町西７号北 27 番地に置くことを

規定。 

第３条の管理運営では、施設を良好な状態において管理し、設置目的

に応じて最も効果的に運用しなければならないことを規定。 

第４条の職員の規定では、館長のほか、必要な職員を置くことができ

ることを規定。 

第５条の休館日及び開館時間では、施設の休館日及び開館時間は別に

定めることを規定しております。こちらは先程のご説明の通り、規則に

おいて開館期間は４月 15 日から 10 月 31 日までとし、期間中の水曜日と

木曜日と 11 月１日から翌４月 14 日までを休館とする考えでおります。 

第６条 入館料では、施設の入館料は 1,500 円を超えない範囲におい

て町長が定めるとともに、町長が特に必要と認めるときは、減額又は免

除できることを規定。 

また、納付された入館料は、町長が認める場合を除き還付しないこと

を規定しております。こちらにつきましても、先程のご説明の通り、当

面の間、一般的な入館は無料とする予定でおります。 

第７条 使用の許可、第８条 入館及び使用の制限では、施設を使用

する場合は、町長の許可を受けなければならないこと、施設の入館及び

使用を許可しないことの要件についてそれぞれ規定しております。 

第９条 使用料及び第 10 条 使用料の還付では、施設の使用料につい

て別表で定めるとともに、町長が特に必要と認めるときは、減額又は免

除できることを規定しております。 

別表では、展示室については１時間当たり 500 円、展示使用の場合は

１日当たり 600 円、創作活動室につきましては１日当たり 700 円、１ヶ
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月当たりだと 6,000 円とそれぞれ規定し、町民等の場合につきましては

その半額となる旨、定めてございます。 

また、納付された使用料は、町長が特別な理由があると認めたとき以

外は還付しないことを規定しております。 

第 11 条 販売行為の禁止では、入館者及び使用者は、町長が認めた場

合を除き施設にて物品の販売行為を行ってはならないことを規定。 

第 12 条 損害賠償では、施設及び展示する文化財を損傷等させた際に

は、やむを得ない理由がある場合を除き、原状回復又は損害の賠償をし

なければならないことを規定しております。 

第 13 条 管理の代行では、指定管理を行わせることができることを規

定。 

第 14 条 施行規定では、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で

定めることを規定しております。 

議案本文に戻っていただきまして、附則では、この条例は令和３年 10

月１日から施行することとしております。 

以上、議案第６号について提案理由とその内容ついてご説明させてい

ただきました。 

ご審議の上ご決定くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

これより、質疑に入ります。 

３番、飯塚達央君。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

第４条の方に館長等必要な職員を置くことができるということです

が、館長がどなたになるのかということと、先程、管理人として地域お

こし協力隊の方１名を配置するという話でしたが、その方の氏名、それ

から、創作活動を行いながらということでしたが、どういう創作活動を

される地域おこし協力隊なのかということを伺います。 

それともう１点、施設の使用に当たって、創作活動室を借りられると

いうふうに書いてあると思うんですが、創作活動というのは、彫刻に関

することなのか、どういった範囲のものを想定されているのか、そこに

ついてお伺いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

文化交流課長、藤井貴慎君。 

 

文化交流

課長（藤井

貴慎君） 

ただいまの質問につきましてご回答申し上げます。 

第４条の関連ですが、条例の方で館長及び必要な職員をということに

なっておりますが、今のところ、当面の間、館長を配置する予定はござ

いません。 

ただ、施設の管理の責任者というのは当然おりますので、この後また

細かな協議とはなりますが、おそらく文化交流課長ということになろう

かと思っております。 

あと、創作活動室で活動を行う地域おこし協力隊の方ですけれども、

現在、絵画を描かれた藤野千鶴子さんの娘さんの斉藤りょうさんを地域

おこし協力隊として雇用して藤野さんの作品の修復を行っていただきた

いということを考えております。 

斉藤さんにつきましては、絵画の修復師に師事をしまして、ここ数年、

絵画の修復の技術を勉強されているというところでございます。 
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現在のところ、９月末からこちらに来ていただきまして雇用の開始と

いうことになるんですけども、当面はまず絵の状況等を確認しながら、

どういった修復が必要なのか、また、どれぐらいの活動が必要なのかと

いうことを、今年度はおそらくその計画を立てる期間に費やして、来年

の春ぐらいから実際の修復に入っていくのかなということを想定してご

ざいます。 

修復に当たりましては、斉藤さまが師事します修復師の方にも時折来

ていただきながら一緒に修復をしていきたいというふうに考えてござい

ます。 

続きまして、創作活動室の活動の内容でございますけれども、ここに

あります通り、文化財をはじめとする創作活動ということでございます

ので、特段彫刻ということに限ったこととは考えておりません。 

今の斉藤さんのように絵の修復であったり、場合によっては絵を描い

たり、勿論彫刻を掘ったりということもあるでしょうけども、美術的、

芸術的な創作活動を行うところということで考えておりますので、部屋

の状況が許すことであれば、特段制限はせずに、空いていればお受けし

たいなということを考えております。 

以上でございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

他に質疑ありませんか。 

10番、鈴木哉美君。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

 

絵の修復をするという今ご説明ありましたが、それは東川町が所蔵し

ている絵画の修復をされるという意味でよろしいでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

文化交流課長、藤井貴慎君。 

 

 

文化交流

課長（藤井

貴慎君） 

 

当面の間、地域おこし協力隊の雇用の事業として行っていただくのは

藤野千鶴子さんの絵画ということを考えております。 

ただ、昨今からもお話あります通り、地域おこし協力隊としての自立

ということの支援もありますので、技術力を上げていく中で、後半の方、

場合によっては他者の絵の修復ということをやっていく可能性もありま

すが、我々としてご依頼するのは、まずは藤野千鶴子さんの絵の修復と

いうことを考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

他に質疑ありませんか。（「質疑なし」の声あり。） 

これをもって質疑を終結します。 

討論に入ります。（「討論なし」の声あり。） 

討論なしと認めます。 

議案第６号について採決いたします。 

本案は、原案の通り決することにご異議ありませんか。(「異議なし」

の声あり。) 

異議なしと認めます。 

よって、議案第６号「東川町文化財活用施設 松田与一記念館条例の

制定について」は、原案のとおり可決されました。 

 

〇日程第 13 議案第７号 
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議長（高橋

昭典君） 

日程第 13「議案第７号 東川町キトウシ森林公園家族旅行村条例の一

部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

提案理由と議案の説明を求めます。  

産業振興課長、菊地伸君。 

 

産業振興

課長（菊地

伸君） 

 

（登壇） 

ただいま議題となりました、議案第７号 東川町キトウシ森林公園家

族旅行村条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由と改正内

容についてご説明申し上げます。 

はじめに改正本文でありますが、東川町キトウシ森林公園家族旅行村

条例の一部を改正する条例を次のとおり制定するものとする。令和３年

９月７日提出 東川町長であります。 

今回の改正は、公園内に新たにケビンを建設したことから、条例第９

条に定める別表第２にケビンＤ棟の規定を加えるものであります。 

それでは、改正内容の説明をいたしますので、議案本文と併せて本定

例会議案資料の新旧対照表８から 10 頁、関係図面 11 から 13 頁をご覧く

ださい。 

今回改正しますのは、第９条に定める使用料の規定、別表第２であり

ます。 

本年度、建築中の１棟、さらには今後本年度中に建築する２棟、計３

棟のケビン建築に伴い新たに使用料の設定が必要となったことから、本

条例第９条に定める別表第２に新たにケビンＤ棟の使用料を加えるもの

であります。 

ケビンの部においてＡ棟、Ｂ棟、Ｃ棟に、新たにＤ棟の規定を加え、

１棟１泊の金額を 38,500 円といたします。 

これまで既に設置のケビンにつきましては、平屋建ての通常タイプで

あるＡ棟が 11 棟、２階建てのいわゆるパーティーケビンＢ棟が２棟、そ

して２階建てパーティーケビンのサウナ付きタイプＣ棟が１棟の計 14

棟であり、それぞれ使用料が設定されています。 

本年度新たに建築のケビンについては、平屋建てベッドタイプとして

整備したものであり、資料 11 頁の平面図のとおり、居間の他に独立した

宿泊室２室を設けて従前の平屋建てＡタイプの約 1.3 倍の面積となって

おり、ベッドを２台ずつ計４台設置し、居間のダイニングテーブルやソ

ファーセットなどと合わせて地元事業者の家具を配置した「より東川ら

しい」環境を演出し、さらにはアメニティグッズなどについても、これ

までのケビンと差別化を図るなど、家族やグループ単位でゆったりと滞

在してもらえる、ひとランク高いタイプとして運営を予定しているもの

です。  

本年度予算では３棟を計画していたところですが、間もなく完成の１

棟のほか残り２棟については、辺地債枠の確保後に発注としていたため

今後の発注となり、同様のタイプで建築を予定しています。 

議案本文に戻りまして、ご決定いただければ、附則のとおり、令和３

年 10 月１日から施行することとしています。 

以上、議案第７号 東川町キトウシ森林公園家族旅行村条例の一部を

改正する条例の制定についての説明をさせていただきました。 

ご審議の上、ご決定くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

議長（高橋 これより、質疑に入ります。 
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昭典君） ２番、山家祥幸君。 

 

２番（山家

祥幸君） 

 

新設のＤ棟の宿泊料金が38,500円ということですけども、従前の料金

に比べますと非常に、２万円ほど高いということと、それから、キトウ

シのケビンの使用者というのは家族連れも含めましてリーズナブルなと

ころが最大の魅力だと思うんですが、この38,500円という金額になりま

すと軽井沢など多くの有名リゾート地の宿泊料金と同じになるような気

がするんですけども、これでは使用する人たちが非常に少ないんじゃな

いかと思うので値段の再考をした方がいいんじゃないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

産業振興課長、菊地伸君。 

 

 

産業振興

課長（菊地

伸君） 

 

ただいまのご質問の通り。料金については従前のものより高めの設定

ということで、その辺のご心配ということでございます。 

提案理由の中でもご説明した通り、今回のケビンにつきましては、コ

ロナ明けが中心になると思いますけども、東川町に魅力を感じ、新たな

観光需要も含めて、新たな層を取り込む中、最近非常に東川町に魅力を

感じて来ていただけるような方々が増えているということをどう取り込

むかということも含めて、１ランク高い料金を設定したタイプとして運

用を図りたいというようなことを考えております。 

料金については条例で設定いたしますけども、運用面におきましては

振興公社の利用料設定の中で弾力的な運用ということもできますので、

今後、状況を見ながらこの運用について図っていきたいと考えておりま

すので、ご理解いただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

他に質疑ありませんか。 

10番、鈴木哉美君。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

 

平面図を見る限り、部屋の図ですね。ベッドの点線があって、これが

４台ということで、定員は４名というイメージでしょうか。それとも仮

設のようなベッドを追加してもうちょっと定員が増やせるというイメー

ジでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

産業振興課長、菊地伸君。 

 

 

産業振興

課長（菊地

伸君） 

 

ただいまのご質問でありますが、ベッドが４台ということで、通常そ

こに４名ということでありますが、余白のあるスペース、居間を含めて

利用いただけるように、追加分の布団を４セット追加をして配置すると

いうことで、単純に言うと８人、布団８枚の対応をできるように考えて

いるというのが今の予定であります。 

 

議長（高橋

昭典君） 

他に質疑ありませんか。 

11番、鶴間松彦君。 

 

11番（鶴間 今計画されている高原ホテルの改修に併せまして、以前は高原ホテル、
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松彦君） 

 

宿泊施設がありましたけれども今度は無くするということで、宿泊を希

望される方は是非ケビンをという、そういうようなお話だったと思うん

ですね。 

そうしますと、一般の泊まりたいっていう方はここに入っていただい

ていいんだろうと思うんですけども、例えば町においでになるちょっと

ＶＩＰなっていうか特別のお客様なんかがあるんだろうと思うんです

ね。町でもね。そういう方々っていうのは、こういうケビンを利用して、

安価っていうか、で宿泊できるというようなこともあるんでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

産業振興課長、菊地伸君。 

 

 

産業振興

課長（菊地

伸君） 

 

ただいまご質問のケビンを利用してＶＩＰの方も対応ということをお

話しいただきましたけども、高原ホテルについては宿泊なしということ

であります。 

運用面において、ケビンを利用いただいたり、あとは町営のCOMMONS

ひがしかわですとか、東川暮らし体験館というのも現在もそういう運用

を図っておりますけども、それらと併せて運用ということで考えていく

ことになると思いますが、保養施設の整備と併せて保養施設の下の方で

あったり周辺に更なるグレードアップのケビンを整えてはという話をさ

せていただいているかと思います。それらも今後の計画の中で含めて、

それについてはさらに工夫をしたグレードの高いものということで、

様々なニーズに対応するものとして計画していきたいと考えておりま

す。 

 

議長（高橋

昭典君） 

他に質疑ありませんか。 

２番、山家祥幸君。 

 

２番（山家

祥幸君） 

 

この図面の11頁というと、建物が２棟ある右側の棟がＤ棟になるんで

しょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

産業振興課長、菊地伸君。 

 

 

産業振興

課長（菊地

伸君） 

 

この図面では２棟建っておりますが、右側の方には、記載の通り昨年

度建てさせていただいたケビンになりまして、今回提案いたしますＤ棟

については、この図面の道路側ですね。建設建物というところがＤ棟と

いうことで新設のものであります。 

なお、もう２棟という話をさせていただきましたけども、それについ

ては、ここからちょっと上がったところの左側に並べて２棟、ちょっと

奥に入りますけども、今それを予定しているということでありますので、

ご理解いただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

２番、山家祥幸君。 

 

 

２番（山家

祥幸君） 

先般、この建物をたまたま拝見させていただいたんですけども、この

建物はバリアフリーということの建物だと思いますが、バリアフリーと
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 いうことは車椅子の方がご利用になるんじゃないかと思います。 

その中で、アプローチの部分がアスファルトじゃなくて傾斜なのに砕

石を敷いただけでございます。ということは、押す方の負担がものすご

く多いと思うので、料金的なところはもし例えばそういうことであれば

設定はいたし方ないのかもしれませんけども、この手前の方のフロント

部分に関しての改良なり何なりをご一考いただいた方がいいんじゃない

かと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

産業振興課長、菊地伸君。 

 

 

産業振興

課長（菊地

伸君） 

 

ただいまのご指摘でありますけども、ご指摘の通りバリアフリー化と

いうことでアプローチについても車椅子対応ということで整理しており

ます。 

現在、仰る通り砕石を踏み固めたような状態になっておりますけども、

今これからWi-Fi機器の配線の整備を今後行いまして、その後、来年春以

降になると思いますが、今予定しておりますのは、この棟につきまして

は、アプローチも含めて舗装化をするということで、それを見越したあ

る程度の砕石の量、深さも入れておりますので、来年早々に整備をした

いというふうに考えていますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

他に質疑ありませんか。（「質疑なし」の声あり。） 

これをもって質疑を終結します。 

討論に入ります。（「討論なし」の声あり。） 

討論なしと認めます。 

議案第７号について採決いたします。 

本案は、原案の通り決することにご異議ありませんか。(「異議なし」

の声あり。) 

異議なしと認めます。 

よって、議案第７号「東川町キトウシ森林公園家族旅行村条例の一部

を改正する条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

 

○散  会 

議長（高橋

昭典君） 

 

以上をもって、本日の議事日程は全部終了しました。 

よって、本日の会議はこれをもって散会といたします。 

なお、８日、９日は、令和２年度一般会計他２特別会計の決算に関す

る議案調査とし、10 日の本会議は、午前９時 30 分開会予定です。 

お疲れ様でした。 

 

 

以上、会議の経過は、本議会書記が記載したものであり、これに相違ないことを

証するためここに署名する。 

 

東川町議会議長  高橋 昭典       

 

                   会議録署名議員  能登 暢吉       

 

                   会議録署名議員  畑中 雅晴        


